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Topics 2022 December

令和４年11月、東京都から認定職業訓練功労者に対する感謝状が贈呈された。当協会からの推薦に

より、東京都産業労働局長感謝状を1名の講師が受賞した。

　16 年間に亘る長年の実務経験をもとに培った建築物衛生関

係についての専門知識と技術を活かし、清掃資機材の使用方法

等の実技指導を担当されている。

　また、清掃業務で重要視されている内容や作業のコツを踏ま

えながら指導することで、初心者でもより円滑に現場で対応で

きる技術の習得に貢献しているほか、講師の指導力向上を目的

に実施している OJT 教育でも積極的にアドバイスを行い、人材

育成にも寄与している。

伊藤　聖子 氏　
個人委嘱　　建築物衛生管理委員会　所属

＜東京都産業労働局長感謝状＞

年末年始の休業のお知らせ
当協会事務局は、以下の期間、休業いたします。
皆様には、ご不便をおかけいたしますが、何とぞご理解をお願い申し上げます。

■東京ビルメンテナンス協会の休業期間

12月29日（木）〜1月3日（火）

当協会講師に東京都から
感謝状が授与
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CLIP BOARD

当協会が、ビルメンテナンス業を広く社会に周知すること

を目的に毎年制作している、協会オリジナルカレンダー

の2023年版が完成した。

　デザインには、（公社）全国ビルメンテナンス協会主催の

「第16回ビルメンテナンスこども絵画コンクール」の東京地区

応募作品から、当協会審査にて入賞となった12作品を使用して

いる。

　カレンダーは会員企業のほか、東京地区応募者、都内公立小

学校、幼稚園等に送付した。

建築物施設保全委員会は、大阪協会との設備管

理に関する情報交換会をビルメンテナンス会

館で開催した。

　この情報交換会は、当協会と大阪協会が設備保全

技術の向上を目的に実施しており、今回は3年ぶり

の開催となった。交換会では両協会のここ3年間の

(一社)大阪ビルメンテナンス協会との
設備管理に関する情報交換会を実施

閉会挨拶　木村副会長

セミナー講師　坂口　隆夫　氏

セミナー講師　松野　忍　氏

開会挨拶　今井委員長

令和 4 年 10 月 28 日（金）　9：30 ～13：30

ビルメンテナンス会館 3 階

36 名（当協会 23 名、大阪協会13 名）

「近年のビル放火火災と風水害に学ぶ　
　　　　　　　 災害発生への備えと対応」
講師　（公財）市民防災研究所　坂口　隆夫　氏

「都市災害とビル管理　
　　　　　　　　  ～自然災害を考える～」
講師　当協会技術専門委員会　松野　忍　氏

日　時

場　所

参加者

セミナー

活動報告や調査研究成果の発表、セミナーの聴講を

行った。

　セミナーは、近年頻発している自然災害やビル放

火火災の備えと対応についてをテーマとし、今後の

業務に大変参考になる内容であった。

東京ビルメンテナンス協会
オリジナルカレンダーの
2023年版が完成
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(一社)大阪ビルメンテナンス協会との設備管理に関する情報交換会を実施 4

当協会講師に東京都から感謝状が授与 3

ブラジル連邦共和国南東部に位置する州で、19世紀後半
コーヒー栽培の本格的な開発が始まると労働者不足など
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会　場：

ビルメンテナンス会館２F
参加者：

52社　73名

　10月7日（金）14時から、令和4年度労働安全衛生大会が開かれた。また、今年度は3年
ぶりに人数を限定した開催をせず、通常開催を実現することができた。例年同様、東京労働局
と中央労働災害防止協会の後援を受け、各代表が臨席。講演会では弁護士の宮島朝子氏に
よる「ビルメンテナンス業における安全配慮義務と企業のリスク対策」をテーマに講演があっ
た。コロナ禍から一日も早い日常への回復を願って、参加者全員が例年以上に強い思いを
胸に、さらなる安全への決意を誓った。

受付ではビニールカーテンによる感染対策

労働安全衛生標語金賞作品

入館時の手指消毒
会場の

ビルメンテナンス会館

令和4年度

労働安全衛生大会
令和4年度

労働安全衛生大会
2022
Occupational Safety and Health convention

コロナウイルス感染症対策を
しながらの開催



2022.12  Network Tokyo7 安全は地味なチェックの積み重ね

特　集 令和 4 年度 労働安全衛生大会

　

本
日
は
ご
多
用
の
中
、
多
く
の
方
に
ご

参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
収
束
と
い
う

わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
が
、
労
働
安
全
衛

生
大
会
が
３
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
と
な
り
、

う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

東
京
協
会
で
は
、
職
場
に
お
け
る
安
全

と
健
康
の
確
保
の
推
進
、
広
く
安
全
衛
生

意
識
の
高
揚
と
安
全
衛
生
活
動
の
定
着
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
様
々
な
取
組
を
し

て
お
り
ま
す
。

　

特
に
、
こ
の
労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、

業
界
の
内
外
に
労
働
災
害
の
撲
滅
を
宣
言

す
る
場
と
し
て
、
協
会
の
重
要
行
事
の
一つ

に
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　

本
日
は
、
ご
多
用
の
中
、
東
京
労
働
局

労
働
基
準
部
安
全
課
長 

小
嶋
三
喜
雄
様
、

中
央
労
働
災
害
防
止
協
会
専
務
理
事 

渡

延
忠
様
に
ご
臨
席
を
賜
っ
て
お
り
ま
す
。
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

近
年
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
労
働
災

害
は
、
転
倒
や
墜
落
・
転
落
に
よ
る
災
害

が
非
常
に
目
立
っ
て
お
り
ま
す
。
今
年
前

半
の
状
況
を
見
ま
し
て
も
、
前
年
度
の
同

時
期
を
上
回
る
ペ
ー
ス
で
発
生
し
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
も
う
一つ
の
傾
向
と
し
て
、
被
災

者
が
高
齢
化
し
て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
令
和
3
年
に
東
京
都
の
ビ
ル
メ
テ
ナ
ン

ス
業
に
お
け
る
死
亡
災
害
が
2
件
発
生
し

て
お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
清
掃
作
業
中
の

転
倒
や
墜
落
に
よ
る
も
の
で
、
亡
く
な
っ
た

の
は
70
代
の
作
業
員
の
方
で
し
た
。

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
我
が

国
の
60
歳
以
上
の
労
働
者
数
は
毎
年
右
肩

上
が
り
で
、
こ
の
12
年
間
で
約
2
倍
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
政
府
も
法
改
正
を
行
い
、

高
年
齢
者
が
働
き
続
け
る
こ
と
を
後
押
し

し
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
増
え
る
と
予
想

さ
れ
ま
す
。
業
界
で
も
増
え
続
け
る
高
年

齢
の
従
事
者
の
転
倒
及
び
死
亡
災
害
に
直

結
す
る
墜
落
、
転
落
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ

取
組
み
を
継
続
し
て
い
く
必
要
が
ご
ざ
い
ま

す
。

　

当
協
会
で
は
、
今
年
、
転

ば
な
い
体
づ
く
り
の
た
め
の

「
ビ
ル
メ
ン
体
操
」
を
考
案

し
、
レ
ク
チ
ャ
ー
の
動
画
を

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
に
公

開
し
た
ほ
か
、
年
度
内
に
は

各
社
よ
り
寄
せ
ら
れ
ま
し
た

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告

を
ま
と
め
た
事
例
集
の
発
刊

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
労
働
安
全
に

関
す
る
講
習
会
や
セ
ミ
ナ
ー

の
実
施
、
東
京
労
働
局
や

東
京
ガ
ラ
ス
外
装
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
協
会
と
共
同
で
実
施
し

て
い
る
高
所
作
業
の
安
全
パ

ト
ロ
ー
ル
な
ど
、
安
全
衛
生

意
識
の
向
上
と
労
働
災
害
防

止
対
策
を
推
進
す
る
た
め
の

様
々
な
支
援
活
動
を
実
施
し

て
お
り
ま
す
。

　

本
日
の
大
会
を
契
機
と
し
て
、
各
社
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
労
働
災
害
防
止
の
大

切
さ
を
改
め
て
ご
認
識
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
働
く
皆
様
に
と
っ
て
安
全
で
衛
生
的

な
職
場
づ
く
り
を
目
指
し
、
安
全
衛
生
対

策
の
一
層
の
推
進
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し

て
、
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

１　

開
会
の
あ
い
さ
つ

佐々木会長
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労
働
災
害
の
発
生
が
ゼ
ロ
の
無
災
害
企

業
8
社
が
表
彰
さ
れ
、
記
念
の
盾
が

授
与
さ
れ
た
。

◎
15
年
間
無
災
害
企
業
（
1
社
）

（
平
成
19
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日
）

上
野
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

◎
7
年
間
無
災
害
企
業
（
1
社
）

（
平
成
27
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日
）

株
式
会
社
坂
本
商
会

◎
5
年
間
無
災
害
企
業
（
3
社
）

（
平
成
29
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日
）

技
建
開
発
株
式
会
社

サ
ン
ブ
リ
ヂ
ビ
ル
テ
ク
ノ
株
式
会
社

東
京
コ
ニ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

◎
3
年
間
無
災
害
企
業
（
3
社
）

（
平
成
31
年
4
月
1
日
～
令
和
4
年
3
月
31
日
）

朝
日
管
理
株
式
会
社

ト
ー
シ
ン
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ
株
式
会
社

株
式
会
社
ニ
ッ
ク

労
働
災
害
・

無
災
害
企
業　
表
彰

３　

金
賞
を
受
賞
し
た
横
河
東
亜
工
業
株

式
会
社
の
竹
谷
光
平
様
を
は
じ
め
、

全
10
作
品
が
入
賞
し
た
。
受
賞
者
に
は
表

彰
状
と
副
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
応
募
総
数

は
3
9
7
作
品
で
あ
っ
た
。

★
金
賞
（
１
作
品
）

小
さ
な
躓
き
　
み
ん
な
で
共
有
　

防
ご
う
！
　
防
げ
る
！
　
大
き
な
災
害

横
河
東
亜
工
業
株
式
会
社　
竹
谷 

光
平 

様

★
銀
賞（
2
作
品
）

さ
さ
い
な
事
で
も
　
報
・
連
・
相
　

事
故
無
く
元
気
で
明
る
い
職
場

新
東
産
業
株
式
会
社　
小
林 

友
記 

様

お
か
し
い
な
？
　
思
っ
た
時
は
ひ
と
呼
吸
　

止
め
る
勇
気
で
防
ぐ
事
故

株
式
会
社
オ
リ
バ
ー　
仁
科 

り
み 

様

★
銅
賞
（
3
作
品
）

異
常
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
中
断
　

危
険
が
あ
っ
た
ら
す
ぐ
対
策
　

す
ぐ
行
動
で
ゼ
ロ
災
害

東
京
ガ
ス
フ
ァ
シ
リ
ティ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

岩
上 

輝
臣 

様

事
故
の
芽
を
　
摘
む
の
は
あ
な
た
の
気
づ
き

の
目
　
安
全
意
識
で
防
げ
労
災

栄
和
建
物
管
理
株
式
会
社　

菅
野 

善
寿
様

こ
れ
く
ら
い
　
ゆ
る
む
心
に
　

ひ
そ
む
事
故
　
初
心
に
返
っ
て
安
全
確
認

東
武
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社　

星 

由
樹
子 

様

★
佳
作
（
4
作
品
）

安
全
は
一
人
ひ
と
り
が
責
任
者
　

報
連
相
・
改
善
重
ね
て
ゼ
ロ
災
害

三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社　

井
馬 

太
郎 

様

安
全
は
人
に
頼
る
な
　
ま
か
せ
る
な
　

安
全
確
認
　
自
分
か
ら

Ａ
Ｌ
Ｓ
Ｏ
Ｋ
フ
ァ
シ
リ
ティ
ー
ズ
株
式
会
社

鎌
田 
立
巳 

様

見
直
そ
う
　
気
配
り
　
目
く
ば
り
　

身
だ
し
な
み
　
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
を
大
切
に

正
し
い
手
順
と
確
か
な
動
作

大
星
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
株
式
会
社　

斎
藤 

恵
子 

様

か
く
れ
た
危
険
　
見
る
目
　
気
づ
く
目
　

予
知
す
る
目
　
あ
な
た
を
守
る
　
小
さ
な
習
慣

大
栄
管
理
株
式
会
社　
福
田 

浄
枝 

様

２　

労
働
安
全
衛
生
標
語
入
選
者　
表
彰

労働安全衛生標語入選者表彰の出席者の方々と役員労働災害・無災害企業表彰の出席者の方々と役員
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特　集 令和 4 年度 労働安全衛生大会

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
で
は
重
篤
災

害
が
1
件
発
生
す
る
と
き
に
は
、

29
件
の
応
急
手
当
で
済
む
よ
う
な
軽
い
傷

害
が
発
生
し
、
そ
し
て
傷
害
の
な
い
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
が
3
0
0
件
あ
る
と
さ
れ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
、
重
篤
災
害
あ
る
い

は
軽
傷
災
害
等
の
労
働
災
害
を
防
止
す
る

た
め
に
は
、
傷
害
の
な
い
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ

ト
の
段
階
で
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
言
え
る
。

　

本
年
度
は
50
件
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事

例
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
12
件
が

優
秀
事
例
に
選
ば
れ
た
。

◎
株
式
会
社
Ｍ
Ｇ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ�

�

福
山 

隆
治 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

如
何
に
安
全
に
楽
に

　
　
　
　
　
　
屋
上
に
昇
る
か

◎
株
式
会
社
小
田
急
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス�

�

武
内 

朋
和 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

高
所
操
作
の
作
業
改
善

◎
株
式
会
社
ジ
ャ
レ
ッ
ク�

水
漉 

真 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

屋
外
通
路
の

　
　
　
　
　
　
す
べ
り
止
め
対
策

◎
綜
通
ア
メ
ニ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社�

�

大
月 

哲
二 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

駐
車
場
「
満
車
」

　
　
　
　
掲
示
作
業
の
安
全
化（
転
落
防
止
）

◎
千
代
田
装
備
株
式
会
社�

片
田 

茂 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

ト
イ
レ
床
清
掃
時
の

　
　
　
　
　
　
転
倒
防
止

◎
東
京
海
上
日
動
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

　
株
式
会
社�

森
原 

光
太
郎 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

大
型
ダ
ス
ト
カ
ー
ト
の

　
段
差
及
び
溝
の
上
を
通
過
す
る
際
の

　
転
倒
リ
ス
ク
軽
減
案

◎
東
武
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社�

�
関 

里
菜 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

ホ
テ
ル
客
室
整
備
で
の

　
　
　
　
　
　
危
険
箇
所
マ
ッ
プ
作
成

◎
日
本
管
財
株
式
会
社�

小
松 

幹
夫 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

設
備
の
適
切
な
運
用
管
理

◎
日
本
ク
リ
ー
ン
株
式
会
社�

�

工
藤 

誠 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

空
調
機
械
室
内

　
　
　
プ
ル
ボ
ッ
ク
ス
で
の
怪
我
防
止
対
策

◎
株
式
会
社
ビ
ケ
ン
テ
ク
ノ�

�

永
井 

均 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

ポ
ン
プ
点
検
は

　
　
　
　
　
　
ス
イ
ッ
チ
を
切
っ
て
か
ら

◎
株
式
会
社
芙
蓉
商
会�

小
金
井 

直
行 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

足
元
注
意

◎
三
井
物
産
フ
ォ
ー
サ
イ
ト
株
式
会
社�

�

中
村 

玲
翔 

様
・
伊
藤 

錦
也 

様

活
動
の
テ
ー
マ 

マ
ン
ホ
ー
ル
蓋
の

　
　
　
盛
り
上
が
り
箇
所
の
つ
ま
ず
き
対
策

４　

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
活
動
報
告
入
選
者　
表
彰

ヒヤリ・ハット活動報告入選者表彰の出席者の方々と役員ヒヤリ・ハット活動報告例
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■
東
京
労
働
局
労
働
基
準
部
安
全
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　

小
嶋 

三
喜
雄　
様

　

本
日
は
労
働
安
全
衛
生
大
会
が
正
常
な

形
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
、
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
機
会
で
す
の
で
、
東
京

労
働
局
管
内
の
労
働
災
害
の
発
生
状
況
に
つ

い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

東
京
労
働
局
で
は
平
成
30
年
度
か
ら
第

13
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計
画

と
い
う
こ
と
で
「
S
a
f
e 

W
o
r
k 

T
O
K
Y
O
」
と
い
う
こ
と
を
キ
ャ
ッ
チ

フ
レ
ー
ズ
に
、
皆
様
と
と
も
に
対
策
を
推
進

し
て
き
て
お
り
、
本
年
度
が
最
終
年
度
を

迎
え
ま
す
。

　

令
和
３
年
の
東
京
労
働
局
管
内
に
お
け

る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
を
見
ま
す
と
、

死
亡
災
害
に
つ
い
て
は
全
業
種
で
77
名
と

な
り
、
前
年
か
ら
ほ
ぼ
倍
増
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災
害
は
、

1
万
2
8
7
6
人
と
な
り
、
前
年
よ
り

2
0
0
0
人
以
上
増
加
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
の
死
亡
災
害
は
、
昨
年
が
大

き
く
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
減

少
傾
向
に
は
あ
り
ま
す
が
、
休
業
４
日
以

上
の
死
傷
災
害
に
つ
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
も
の
を
除
い
て
も

4
0
0
人
以
上
の
増
加
と
い
う
状
況
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
東
京
労

働
局
管
内
の
災
害
発
生
状
況
に
つ
い
て
ご
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と
、
令
和
４
年
の

死
亡
災
害
発
生
は
２
件
。
こ
の
２
名
の
方

は
い
ず
れ
も
熱
中
症
に
よ
り
貴
い
命
を
失
わ

れ
た
と
い
う
状
況
で
す
。
全
業
種
で
は
、
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
２
名
を
含
め
、
４
名

の
方
が
熱
中
症
に
よ
り
命
を
失
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
、
異
常
気
象
に
よ
り
、
ど
の
時

期
に
で
も
暑
く
な
っ
た
り
寒
く
な
っ
た
り
と

い
う
こ
と
が
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い

う
状
況
で
す
。
今
年
の
状
況
を
振
り
返
っ
て

い
た
だ
き
、
来
年
は
前
倒
し
に
よ
る
熱
中

症
対
策
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

令
和
４
年
の
休
業
4
日
以
上
の
死
傷
災

害
を
見
て
み
ま
す
と
、
全
体
で
は
3
4
3

名
、
前
年
同
期
と
比
べ
て
10
％
の
増
加
と

な
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
す
。
具
体
的
に

は
、
墜
落
・
転
落
災
害
、
転
倒
災
害
、
こ

の
2
つ
の
災
害
が
10
％
の
増
加
に
な
っ
て
い

る
と
い
う
状
況
で
す
。

　

ま
た
、
60
歳
以
上
の
労
働
者
に
占
め
る

労
働
災
害
の
割
合
が
62
％
と
い
う
こ
と
で
、

６
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
墜
落
・
転
落
災
害

に
つ
い
て
、
本
年
は
死
亡
災
害
が
発
生
し
て

い
な
い
も
の
の
、
1
名
の
方
が
昨
年
お
亡
く

な
り
に
な
ら
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ル
３
階
の
屋

上
で
排
水
溝
の
清
掃
作
業
を
し
て
い
た
と
き

に
、
10
ｍ
の
高
さ
か
ら
墜
落
を
し
て
し
ま
っ

た
と
い
う
災
害
で
し
た
。

　

ま
た
、
も
う
一
つ
の
増
え
て
い
る
原
因
で

あ
る
転
倒
災
害
は
、
労
働
者
の
作
業
行
動

に
起
因
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
全
業
種
と
も

に
増
え
て
い
る
状
況
で
す
。
３
割
弱
が
全
業

種
に
占
め
る
災
害
で
す
が
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
で
は
、
４
割
を
超
え
て
い
ま
す
。
昨

年
は
、
転
倒
災
害
の
死
亡
災
害
も
発
生
し

て
い
ま
す
。
転
倒
災
害
で
あ
っ
て
も
死
亡
災

害
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と
を
強
く
ご
認
識

い
た
だ
い
て
、
転
倒
災
害
の
解
消
に
向
け
て
、

段
差
、
乱
雑
、
濡
れ
、
こ
の
3
つ
の
解
消
を

ぜ
ひ
進
め
て
く
だ
さ
い
。

　

第
13
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止
計

画
は
今
年
が
最
終
年
度
で
す
。
労
働
局
と
し

て
は
引
き
続
き
強
力
に
労
働
災
害
防
止
対

策
を
推
進
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続

き
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
と
と

も
に
、
本
日
の
大
会
を
機
に
死
亡
災
害
を

絶
対
起
こ
し
て
は
な
ら
な
い
、
安
全
に
勝
る

優
先
事
項
は
決
し
て
な
い
と
い
う
こ
と
、
い

ま
一
度
基
本
に
立
ち
返
っ
て
い
た
だ
く
と
い

う
こ
と
で
災
害
防
止
を
一
層
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

５　

来
賓
挨
拶
（
要
約
）
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特　集 令和 4 年度 労働安全衛生大会

■
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会 

専
務
理
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
延 

忠　
様

　

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
の
休
業
4
日
以
上

の
死
傷
者
数
を
見
ま
す
と
、
平
成
30
年
か

ら
令
和
2
年
に
か
け
て
減
少
傾
向
で
し
た

が
、
令
和
3
年
は
3
5
3
8
人
と
、
前
年

に
比
べ
て
増
加
に
転
じ
て
い
ま
す
。
そ
の
内

容
を
見
ま
す
と
、
60
歳
以
上
の
高
齢
者
に

よ
る
も
の
や
転
倒
に
よ
る
も
の
が
増
え
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
齢
者
に
よ
る
労
働
災
害
が

6
割
、
転
倒
が
5
割
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
私
ど
も
中

災
防
で
は
、
高
年
齢
労
働
者
や
転
倒
に
よ

る
労
働
災
害
の
防
止
の
た
め
、
職
場
の
安
全

衛
生
ご
担
当
の
方
を
対
象
と
し
た
研
修
・
セ

ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
ほ
か
、
企
業
内
教
育
の

た
め
の
講
師
を
派
遣
す
る
等
の
活
動
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
か
ら
の
補
助
を
い
た
だ
き
ま

し
て
、
労
働
者
数
1
0
0
人
未
満
の
事
業

場
を
対
象
に
、
安
全
衛
生
の
専
門
家
に
よ

る
集
合
研
修
や
、
現
場
確
認
の
う
え
ア
ド
バ

イ
ス
を
無
料
で
実
施
す
る
「
中
小
規
模
事

業
場
安
全
衛
生
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
行
っ
て

お
り
ま
す
。

　

折
し
も
本
年
は
労
働
安
全
衛
生
法
施
行

50
周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
、
安
全

衛
生
活
動
を
よ
り
一
層
発
展
さ
せ
る
節
目
を

迎
え
て
い
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
私
ど
も
中

災
防
の
各
種
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
活
用
も
ご
検

討
い
た
だ
き
ま
し
て
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業

に
お
け
る
労
働
災
害
の
防
止
に
向
け
て
一
層

の
取
組
み
を
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
る
次
第
で
す
。

　

行
政
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
化
学
物
質

管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
大
き
な
見
直
し

を
段
階
的
に
実
施
す
る
方
針
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
。
化
学
物
質
の
自
律
的
な
管
理
の
体

制
を
確
立
さ
せ
る
た
め
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
対
象
物
を
製
造
し
、
又
は
取
り
扱
う

事
業
場
で
は
「
化
学
物
質
管
理
者
の
選
任
」

が
必
要
と
な
る
ほ
か
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン

ト
結
果
に
基
づ
き
保
護
具
を
使
用
さ
せ
る

場
合
は
、「
保
護
具
着
用
管
理
責
任
者
の
選

任
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

中
災
防
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
国
の
施
策

の
動
向
を
見
据
え
て
、
関
連
の
研
修
・
セ
ミ

ナ
ー
を
今
月
か
ら
開
催
す
る
ほ
か
、
テ
キ
ス

ト
の
出
版
、
情
報
資
料
の
提
供
な
ど
を
通

じ
ま
し
て
、
貴
協
会
を
は
じ
め
、
関
係
各

方
面
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

安
全
衛
生
に
関
す
る
情
報
発
信
の
分
野

で
は
、
従
来
か
ら
主
要
都
市
に
て
「
全
国

産
業
安
全
衛
生
大
会
」
を
開
催
し
て
お
り

ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

影
響
が
色
濃
く
残
っ
た
昨
年
の
東
京
大
会
は

格
別
と
い
た
し
ま
し
て
、
例
年
1
万
人
以
上

の
方
が
集
い
、
学
識
経
験
者
・
専
門
家
の

講
演
や
、
3
0
0
近
い
事
業
場
の
実
践
例

の
発
表
な
ど
を
通
じ
、
最
新
の
情
報
を
共

有
し
、
今
後
取
る
べ
き
方
策
な
ど
を
議
論
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、「
緑
十
字
展
」
も
隣
接
会
場
で
同

時
開
催
い
た
し
ま
す
。
例
年
同
様
に
転
倒

災
害
防
止
に
役
立
つ
安
全
靴
、
プ
ロ
ス
ニ
ー

カ
ー
、
長
靴
な
ど
、
ま
た
、
清
掃
作
業
等

に
お
け
る
化
学
物
質
対
策
に
役
立
つ
保
護

手
袋
な
ど
、
最
新
鋭
の
保
護
具
を
展
示
・

紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
な
お
収
束
を
見
て
い
な
い
現
状
を
踏
ま

え
、
ご
後
援
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
地
元

自
治
体
と
の
連
携
の
下
、
感
染
拡
大
防
止

に
引
き
続
き
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
本
日
ご

参
集
の
皆
様
方
を
は
じ
め
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
業
に
お
い
て
安
全
衛
生
に
取
り
組
ん
で

お
ら
れ
る
方
々
に
お
一
人
で
も
多
く
ご
参
加

い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。
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れ
に
対
し
て
、最
高
裁
は「
安
全
配
慮
義
務
」

を
定
義
し
、
安
全
配
慮
義
務
違
反
に
基
づ

く
損
害
賠
償
義
務
の
余
地
を
認
め
ま
し
た
。

川
義
事
件

（
最
高
裁
昭
和
59
年
４
月
10
日
判
決
・
労
判

４
２
９
号
12
頁
）

　
「
労
働
者
が
労
務
提
供
の
た
め
に
設
置
す

る
場
所
、
設
備
若
し
く
は
器
具
等
を
使
用

し
又
は
使
用
者
の
指
示
の
も
と
に
労
務
を

提
供
す
る
過
程
に
お
い
て
、
労
働
者
の
生

命
及
び
身
体
等
を
危
険
か
ら
保
護
す
る
よ

う
に
配
慮
す
る
義
務
」

　

民
間
企
業
に
対
し
て
も
「
安
全
配
慮
義

務
」
と
い
う
の
を
認
め
た
最
高
裁
裁
判
例

が
川
義
事
件
で
す
。
こ
れ
は
、
宿
直
勤
務

中
の
従
業
員
の
方
が
建
物
に
商
品
を
盗
も

う
と
忍
び
込
ん
だ
人
に
、
殺
害
さ
れ
て
し

ま
っ
た
と
い
う
事
件
に
な
り
ま
す
。
業
務

時
間
中
に
事
件
に
遭
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
亡
く
な
っ
た
従
業
員
の
ご
両
親
が

会
社
に
対
し
て
、
防
犯
設
備
の
不
備
を
理

由
に
し
て
、
損
害
賠
償
請
求
を
求
め
た
事

件
で
す
。
こ
の
中
で
、
最
高
裁
は
民
間
の

企
業
に
対
し
て
も
安
全
配
慮
義
務
を
定
義

②
債
務
不
履
行
責
任
（
民
法
４
１
５
条
）

　

契
約
に
基
づ
く
債
務
を
前
提
と
し
て
、

当
該
債
務
を
履
行
し
な
い
こ
と
に
よ
り

生
じ
た
損
害
を
賠
償
す
る
。

　

消
滅
時
効 

→ 

10
年

自
衛
隊
八
戸
工
場
事
件

（
最
高
裁
昭
和
50
年
２
月
25
日
判
例
・
判
時

７
６
７
号
11
頁
）

　
「
国
は
、
公
務
員
に
対
し
、
国
が
公
務
遂

行
の
た
め
に
設
置
す
べ
き
場
所
、
施
設
若

し
く
は
器
具
等
の
設
置
管
理
又
は
公
務
員

が
国
若
し
く
は
上
司
の
指
示
の
も
と
に
遂

行
す
る
公
務
の
管
理
に
あ
た
っ
て
、
公
務

員
の
生
命
及
び
健
康
等
を
危
険
か
ら
保
護

す
る
よ
う
配
慮
す
べ
き
義
務
（
以
下
、「
安

全
配
慮
義
務
」
と
い
う
。）
を
負
っ
て
い
る

も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
」

　

自
衛
隊
八
戸
工
場
事
件
と
は
、
陸
上
自

衛
隊
員
の
方
が
車
両
整
備
工
場
の
中
で
、

整
備
中
に
バ
ッ
ク
し
て
き
た
ト
ラ
ッ
ク
に

ひ
か
れ
て
死
亡
し
た
事
案
で
す
。
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
隊
員
の
ご
家
族
が
国
に
対

し
て
債
務
不
履
行
責
任
に
基
づ
く
損
害
賠

償
を
求
め
て
訴
え
を
起
こ
し
ま
し
た
。
こ

し
て
損
害
賠
償
を
請
求
す
る
際
に
使
う
も

の
で
す
。
従
前
の
使
用
者
・
事
業
主
に
対

す
る
損
害
賠
償
請
求
で
は
、
大
き
く
不
法

行
為
責
任
と
債
務
不
履
行
責
任
と
い
う
法

律
構
成
が
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ま
ず
は

「『
安
全
配
慮
義
務
』
の
現
れ
」
と
い
う
観

点
か
ら
、
最
高
裁
の
事
件
を
ご
紹
介
し
ま

す
。

判
例
の
蓄
積

従
前
の
使
用
者
（
事
業
主
）
に
対
す
る

損
害
賠
償
請
求

①
不
法
行
為
責
任
（
使
用
者
責
任:

民
法

７
１
５
条
）

　

行
為
者 

→ 

故
意
ま
た
は
過
失
に
よ
る

権
利
・
利
益
侵
害
行
為

　

使
用
者 

→ 

行
為
者
に
よ
る
不
法
行
為

が
事
業
の
執
行
に
つ
い
て
行
わ
れ
た
も

の
で
あ
る
場
合
、
使
用
者
も
損
害
賠
償

義
務
を
負
う
。

　

消
滅
時
効 

→ 

３
年

　

※
人
の
生
命
、
身
体
を
害
す
る
不
法
行

為
に
よ
る
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時

効
は
5
年

■
講
師

　
安
西
法
律
事
務
所　
弁
護
士

　
　
　
　
　
　
　
　

    

宮
島　
朝
子　
氏

安
全
配
慮
義
務
と
は

　

従
前
、「
安
全
配
慮
義
務
」
と
い
う
も
の

は
法
律
で
定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
裁
判
例

の
蓄
積
の
中
で
生
ま
れ
て
き
た
言
葉
・
概

念
に
な
り
ま
す
。
安
全
配
慮
義
務
と
い
う

概
念
は
、
お
よ
そ
使
用
者
や
事
業
主
に
対

6　

講
演
「
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
け
る
安
全
配
慮
義
務
と
企
業
の
リ
ス
ク
対
策
」
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し
て
、
損
害
賠
償
を
認
め
た
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
り
、
平
成
20

年
に
労
働
契
約
法
5
条
で
、「
使
用
者
は
、

労
働
契
約
に
伴
い
、
労
働
者
が
そ
の
生
命
、

身
体
等
の
安
全
を
確
保
し
つ
つ
労
働
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
配
慮
を
す

る
も
の
と
す
る
」
と
定
め
ら
れ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

労
働
安
全
衛
生
法
上
の

措
置
義
務

　

安
全
配
慮
義
務
の
具
体
的
な
内
容
が
何

か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
労
働
安
全
衛

生
法
や
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
る
措
置
義

務
と
い
う
の
が
ま
ず
大
前
提
と
し
て
準
拠

す
べ
き
基
準
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
律
や
規
則
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

当
然
こ
れ
は
事
業
主
側
と
し
て
遵
守
し
て

い
て
し
か
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

例:

高
所
作
業
に
つ
い
て

労
働
安
全
衛
生
規
則
５
１
８
条

１
項　

事
業
者
は
、
高
さ
が
二
メ
ー
ト
ル

以
上
の
箇
所
（
作
業
床
の
端
、
開
口
部
等

を
除
く
。）
で
作
業
を
行
な
う
場
合
に
お
い

て
墜
落
に
よ
り
労
働
者
に
危
険
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
の
あ
る
と
き
は
、
足
場
を
組
み
立

て
る
等
の
方
法
に
よ
り
作
業
床
を
設
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
項　

事
業
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り

作
業
床
を
設
け
る
こ
と
が
困
難
な
と
き
は
、

防
網
を
張
り
、
労
働
者
に
要
求
性
能
墜
落

制
止
用
器
具
を
使
用
さ
せ
る
等
墜
落
に
よ

る
労
働
者
の
危
険
を
防
止
す
る
た
め
の
措

置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
法
律
で
措
置
義
務
が
し
っ

か
り
書
い
て
あ
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
使

用
者
と
し
て
慎
重
に
対
応
し
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
違
反
の

適
用
範
囲

　

安
全
配
慮
義
務
は
、
あ
る
法
律
関
係
に

基
づ
い
て
特
別
な
社
会
的
接
触
の
関
係
に

入
っ
た
当
事
者
間
に
お
い
て
、
付
随
義
務

と
し
て
信
義
則
上
負
う
と
言
わ
れ
て
お
り

ま
し
て
、
労
働
契
約
関
係
に
な
い
場
合
も

安
全
配
慮
義
務
が
あ
る
と
す
る
の
が
裁
判

所
で
の
考
え
方
に
な
り
ま
す
。

■
取
締
役
個
人
も
安
全
配
慮
義
務
を
負

う
と
し
た
例

庄
や
事
件

（
京
都
地
裁
平
成
22
年
５
月
25
日
判
決
・
労

判
1
0
1
1
号
35
頁
）

　
「
取
締
役
は
、
会
社
に
対
し
て
善
管
注
意

義
務
と
し
て
、
会
社
の
使
用
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
労
働
者
の
安
全
に
配
慮
す
べ
き

義
務
を
負
い
、
そ
れ
を
懈
怠
し
て
労
働
者

に
損
害
を
与
え
た
場
合
に
は
同
条
項
の
責

任
を
負
う
と
解
す
る
の
が
相
当
」
と
し
て
、

取
締
役
の
責
任
を
認
め
る
。

　

事
業
主
側
と
し
て
も
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
が
、
取
締
役
個
人
も
安
全

配
慮
義
務
を
負
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
会

社
そ
の
も
の
が
負
う
の
で
は
な
く
、
執
行

役
員
や
部
長
等
、
責
任
や
裁
量
が
あ
り
、

安
全
配
慮
義
務
を
負
っ
て
い
る
方
に
つ
い

て
は
、
個
人
と
し
て
も
責
任
を
負
う
余
地

が
出
て
き
ま
す
。

■
元
請
企
業
の
下
請
企
業
・
孫
請
企
業

の
従
業
員
に
対
す
る
安
全
配
慮
義
務

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
務
に
つ
い
て
の

裁
判
例

（
東
京
地
裁
令
和
元
年
９
月
26
日
判
決
）

　

従
業
員
に
対
し
て
、
清
掃
業
務
の
実
施

計
画
、
日
程
調
整
、
作
業
手
順
の
説
明
や

注
意
事
項
等
具
体
的
な
指
示
命
令
を
行
っ

て
い
た
の
は
、
そ
の
雇
用
主
の
み
で
あ
り
、

委
託
し
て
い
た
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社

の
担
当
者
が
本
件
清
掃
業
務
の
現
場
を
何

度
か
訪
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
も
の
の
、
そ

れ
は
下
請
会
社
が
実
際
に
本
件
清
掃
業
務

を
履
行
し
て
い
る
か
否
か
を
確
認
す
る
た

め
で
あ
っ
た
に
す
ぎ
ず
、
自
ら
清
掃
作
業
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う
前
提
と
し
て
、
本
件
事
故
発
生
の
原
因

に
関
し
、
本
件
階
段
が
、

〈
１
〉
急
傾
斜
で
あ
っ
た

〈
２
〉
段
差
が
高
か
っ
た

〈
３
〉
踏
面
の
幅
が
狭
か
っ
た

〈
４
〉
踏
面
に
滑
止
め
が
な
か
っ
た

〈
５
〉
階
段
自
体
が
未
完
成
の
た
め
最
下
段

と
床
面
が
大
き
く
乖
離
し
て
い
た

〈
６
〉
本
件
工
事
現
場
及
び
本
件
階
段
付
近

安
全
配
慮
義
務
違
反
に
よ
る

損
害
賠
償
請
求

　

続
き
ま
し
て
「
安
全
配
慮
義
務
違
反
に

よ
る
損
害
賠
償
請
求
」
に
つ
い
て
ご
説
明

し
た
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
い
う
場
合
に

安
全
配
慮
義
務
違
反
と
し
て
、
お
金
を
請

求
さ
れ
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

安
全
配
慮
義
務
違
反
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
。

労
災
事
故
や
過
労
死
と
い
っ
た
結
果
に
つ

い
て
予
見
で
き
た
か
。
そ
し
て
、
予
見
で

き
た
と
し
て
、
そ
の
結
果
を
回
避
で
き
た

か
と
い
う
観
点
で
考
え
ら
れ
ま
す
。

労
災
事
故
に
つ
い
て

■
工
事
現
場
の
階
段
か
ら
滑
り
落
ち
て

負
傷
し
た
事
案

J
F
E
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
ほ
か
事
件

（
横
浜
地
裁
平
成
22
年
６
月
29
日
判
決
・
労

経
速
２
０
９
７
号
22
頁
）

　

従
業
員
が
工
事
現
場
の
階
段
か
ら
滑
り

落
ち
て
負
傷
し
た
事
故
に
つ
い
て
、
事
業

主
の
安
全
配
慮
義
務
違
反
が
問
わ
れ
た
。

原
告
（
従
業
員
）
は
、
被
告
ら
（
事
業
主

や
元
請
企
業
等
）
が
安
全
配
慮
義
務
を
負

て
指
示
を
し
て
く
だ
さ
い
。
個
人
の
作
業

員
の
方
に
直
接
指
揮
命
令
を
し
て
い
る
場

合
は
、
安
全
配
慮
義
務
を
負
う
と
判
断
さ

れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

■
派
遣
先
企
業
の
派
遣
労
働
者
に
対
す

る
安
全
配
慮
義
務

ア
テ
ス
ト
事
件

（
東
京
地
裁
平
成
17
年
３
月
31
日
判
決
・
労

判
８
９
４
号
21
頁
）

　

派
遣
先
企
業
（
実
際
は
業
務
請
負
の
形

を
と
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
態
は
派
遣
と

認
定
さ
れ
た
）
派
遣
元
企
業
の
双
方
が
、

労
働
者
に
対
し
て
安
全
配
慮
義
務
を
負
う

と
判
示
し
た
。

　

続
い
て
は
派
遣
先
で
の
事
案
で
す
。
本

来
、
派
遣
先
は
派
遣
労
働
者
と
直
接
の
雇

用
関
係
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
く
ま
で
派

遣
元
の
労
働
者
が
派
遣
先
に
来
て
い
る
と

い
う
関
係
で
す
が
、
一
定
の
実
態
が
あ
れ

ば
、
派
遣
先
で
あ
っ
て
も
労
働
者
の
方
に

対
し
て
責
任
を
負
う
と
判
示
さ
れ
た
例
で

す
。

に
加
わ
っ
た
り
、
下
請
け
会
社
の
従
業
員

に
対
し
て
具
体
的
な
指
示
、
命
令
を
行
っ

て
い
た
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、

ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
は
安
全
配
慮
義

務
を
負
わ
な
い
と
し
た
。

　

中
学
校
の
体
育
館
清
掃
作
業
に
従
事
し

て
い
た
方
が
作
業
中
に
転
落
し
て
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
と
い
う
事
案
で
す
。
ビ
ル

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
が
別
の
会
社
に
清
掃

業
務
を
委
託
し
て
、
委
託
さ
れ
た
会
社
が

作
業
員
を
出
し
て
い
た
と
い
う
ケ
ー
ス
で

す
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
亡
く
な
っ
た
従
業

員
の
方
と
所
属
し
て
い
る
会
社
間
で
の
事

件
で
す
が
、
委
託
元
で
あ
る
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
会
社
に
も
責
任
追
及
が
さ
れ
た
と

い
う
事
案
に
な
り
ま
す
。

　

結
果
的
に
は
こ
の
事
案
で
は
、
ビ
ル
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
会
社
が
安
全
配
慮
義
務
を
負

わ
な
い
と
判
断
さ
れ
ま
し
た
。

　

反
対
に
、
会
社
や
法
人
が
違
っ
た
と
し

て
も
、
実
際
に
委
託
元
の
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
会
社
の
責
任
者
が
現
場
に
行
っ
て
、

具
体
的
に
指
示
、
命
令
を
し
て
い
る
と
安

全
配
慮
義
務
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
わ

け
で
す
。
委
託
元
と
し
て
作
業
に
つ
い
て

の
注
文
を
す
る
場
合
、
現
場
の
作
業
者
に

直
接
指
示
す
る
の
で
は
な
く
、
清
掃
業
務

を
委
託
し
た
清
掃
会
社
に
、
発
注
側
と
し
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が
埃
、
泥
、
建
設
作
業
に
よ
る
汚
れ

や
ゴ
ミ
等
で
滑
り
や
す
い
状
態
で

あ
っ
た
旨
を
主
張
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
裁
判
所
は
以
下
の
よ

う
に
述
べ
て
安
全
配
慮
義
務
違
反
を
否
定

し
た
。
本
件
事
故
原
因〈
１
〉な
い
し〈
３
〉

に
つ
い
て
、
本
件
階
段
の
下
か
ら
１
段
目

以
降
の
階
段
の
幅
、
蹴
上
及
び
踏
面
は
、

い
ず
れ
も
労
働
安
全
衛
生
法
23
条
に
基
づ

く
労
働
安
全
衛
生
規
則
5
4
0
条
１
項
の

「
安
全
な
通
路
」
と
し
て
の
階
段
の
具
体
的

要
件
と
解
さ
れ
る
建
築
基
準
法
上
の
安
全

基
準
（
幅
75
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
、
蹴

上
22
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
下
、
踏
面
21
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
。
同
法
36
条
、
同
法

施
行
令
23
条
１
項
４
号
）
を
満
た
す
も
の

で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、

本
件
階
段
の
勾
配
が
約
38
・
6
度
で
あ
り
、

本
件
階
段
の
両
側
に
は
鉄
パ
イ
プ
製
の
手

す
り
が
設
置
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
も
併
せ

考
え
れ
ば
、
原
告
が
足
を
滑
ら
せ
た
と
主

張
す
る
本
件
階
段
の
下
か
ら
３
段
目
又
は

４
段
目
の
階
段
は
、
安
全
面
に
お
い
て
何

ら
欠
陥
が
な
か
っ
た
と
認
め
る
の
が
相
当
。

　

本
件
事
故
原
因
〈
４
〉
は
、
本
件
階
段

の
踏
面
に
は
縁
の
部
分
ま
で
縞
鋼
板
が
使

用
さ
れ
、
階
段
自
体
に
滑
止
め
が
施
さ
れ

て
い
た
か
ら
、
本
件
階
段
の
踏
面
に
滑
止

め
が
な
か
っ
た
と
は
い
え
ず
、
そ
も
そ
も

そ
の
前
提
を
欠
く
。

　

本
件
事
故
原
因
〈
５
〉
も
、
本
件
階
段

の
最
下
段
と
床
面
が
大
き
く
乖
離
し
て
い

た
と
い
う
事
実
は
認
め
ら
れ
ず
、
そ
の
前

提
を
欠
く
。

　

本
件
事
故
原
因
〈
６
〉
も
、
毎
週
金
曜

日
の
13
時
か
ら
30
分
間
、
本
件
階
段
を
含

む
本
件
工
事
現
場
全
体
に
つ
い
て
一
斉
清

掃
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
本
件

事
故
当
時
、
本
件
工
事
現
場
及
び
本
件
階

段
付
近
に
金
属
片
や
ゴ
ミ
等
が
散
乱
し
て

い
た
と
は
認
め
難
い
。
ま
た
、
本
件
事
故

当
時
、
本
件
階
段
が
液
体
や
油
で
濡
れ
る

と
い
う
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
、
本
件
事

故
日
以
前
の
本
件
工
事
現
場
付
近
の
天
候

は
良
く
、
雨
に
よ
っ
て
本
件
工
事
現
場
及

び
本
件
階
段
付
近
が
濡
れ
て
い
た
と
も
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
等
か
ら
す
れ
ば
、
本
件

階
段
付
近
が
前
記
金
属
片
等
以
外
の
要
因

に
よ
っ
て
滑
り
や
す
い
状
態
に
あ
っ
た
と

認
め
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、

そ
の
前
提
を
欠
く
。

　

安
全
配
慮
義
務
の
具
体
的
内
容
を
特
定

す
る
の
は
労
働
者
側
と
な
り
ま
す
が
、
使

用
者
、
事
業
主
側
は
、
安
全
配
慮
義
務
違

反
が
な
い
こ
と
を
具
体
的
に
主
張
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
現

場
を
把
握
・
管
理
し
、
そ
れ
を
記
録
し
て

お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
安
全
衛
生

委
員
会
の
設
置
や
、見
回
り
の
記
録
を
取
っ

て
お
く
と
い
う
こ
と
が
後
々
非
常
に
重
要

に
な
っ
て
く
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

過
労
死
に
つ
い
て

過
労
死
等
防
止
対
策
推
進
法

　

第
２
条　

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
過
労

死
等
」
と
は
、
業
務
に
お
け
る
過
重
な
負

荷
に
よ
る
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾

患
を
原
因
と
す
る
死
亡
若
し
く
は
業
務
に

お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ
る
精
神
障

害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ
る
死
亡
又
は

こ
れ
ら
の
脳
血
管
疾
患
若
し
く
は
心
臓
疾

患
若
し
く
は
精
神
障
害
を
い
う
。

①
業
務
に
お
け
る
過
重
な
負
荷
に
よ
る
脳　

血
管
疾
患
・
心
臓
疾
患
を
原
因
と
す
る

死
亡

②
業
務
に
お
け
る
強
い
心
理
的
負
荷
に
よ

る
精
神
障
害
を
原
因
と
す
る
自
殺
に
よ

る
死
亡

③
死
亡
に
は
至
ら
な
い
が
、
こ
れ
ら
の
脳

血
管
疾
患
・
心
臓
疾
患
、
精
神
障
害

　

定
義
と
し
て
は
、
過
労
死
等
防
止
対
策

推
進
法
と
い
う
法
律
が
あ
り
ま
す
。
業
務
に

お
け
る
脳
血
管
疾
患
・
心
臓
疾
患
・
精
神

障
害
を
原
因
と
す
る
死
亡
に
つ
い
て
「
過
労

死
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
使
用
者
と
し
て
ど

の
よ
う
な
場
合
に
安
全
配
慮
義
務
違
反
を

問
わ
れ
る
の
か
は
、
具
体
的
に
法
令
で
の
基

準
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

他
方
で
、
安
全
配
慮
義
務
と
い
う
の
は

あ
く
ま
で
民
事
の
損
害
賠
償
請
求
に
な
り

ま
す
が
、
民
事
と
は
別
に
労
災
と
い
う
制

度
が
あ
り
ま
す
。
労
災
は
民
事
上
の
責
任

で
は
な
く
、
行
政
上
の
問
題
に
な
り
ま
す

の
で
、
正
確
に
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に

な
り
ま
す
。
た
だ
、
行
政
で
は
過
労
死
に

つ
い
て
、
ど
う
い
う
場
合
に
労
災
と
し
て

認
定
す
る
か
と
い
う
基
準
を
つ
く
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
行
政
が
つ
く
っ
て
い
る
基
準

を
民
事
の
損
害
賠
償
請
求
の
事
案
で
も
裁

判
所
が
参
照
す
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
民
事
の
損
害
賠
償
請
求
で
も

こ
の
労
災
認
定
の
基
準
が
非
常
に
重
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

労
災
の
認
定

基
準
に
つ
い
て

は
次
の
と
お
り

で
す
。
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終
わ
り
に

　

現
代
社
会
に
お
け
る
企
業
の
対
応

　

最
近
企
業
と
し
て
気
を
つ
け
な
け
れ
ば

い
け
な
い
の
は
「
社
会
的
な
責
任
」
で
す
。

行
政
か
ら
公
表
さ
れ
る
と
い
う
だ
け
で
は

な
く
、
関
係
者
の
方
が
S
N
S
で
拡
散
す

る
な
ど
し
て
、
レ
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ン
リ
ス

ク
と
い
う
の
が
昨
今
、非
常
に
問
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
亡
く
な
ら
れ
た
事
案
で
あ
る

と
、
そ
の
ご
遺
族
の
方
が
弁
護
士
を
通
し
、

記
者
会
見
す
る
こ
と
も
増
え
て
き
て
い
る

印
象
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
普
段
か
ら
現
場
の
管
理

を
し
て
い
た
こ
と
を
し
っ
か
り
記
録
に
残

し
、
万
が
一
紛
争
に
な
っ
た
と
き
に
企
業

と
し
て
し
っ
か
り
対
応
が
で
き
る
体
制
作

り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

脳血管疾患

脳内出血（脳出血）

くも膜下出血

脳梗塞

高血圧性脳症

虚血性心疾患等

心筋梗塞

狭心症

心停止（心臓性突然死を含む）

解離性大動脈瘤

【認定要件】

国際疾病分類第１０回修正版（「ICD-10」）第Ⅴ章「精神および行動の障害」に分類される精神障害。うつ病や急性ストレ
ス反応など。

【対象疾病】

【対象疾病】

長期間の過重業務

発症前の長期間にわたって、著しい疲労の蓄積をもたらす特に過重な業務に就労したこと。
例えば、
①発症前１～６ヶ月平均で月４５時間以内の時間外労働は、発症との関連性は弱い
②月４５時間を超えて長くなるほど、関連性は強まる
③発症前１ヶ月間に１００時間又は２～６ヶ月平均で月８０時間を超える時間外労働は、
　発症との関連性は強い

短期間の過重業務 発症に近接した時期において特に過重な業務に就労したこと

異常な出来事
発症直前から前日までの間において、派生状態を時間的及び場所的に明確にし得る異常な
出来事に遭遇したこと

【認定要件】
以下のいずれかによる業務による明らかな過重負荷を受けたことにより発症した脳・心臓疾患は業務上の疾病として取り扱われる。

認定基準の対象となる精神障害の発症前おおむね６ヶ月の間に、業務による強い心理的負荷が認められること。「業務による
強い心理的負荷」は、①特別な出来事がある場合か、②特別な出来事がない場合は、発症前おおむね６ヶ月間の出来事に
ついて、心理的負荷の強度を「強」「中」「弱」と評価する。「強」があれば「業務による強い心理的負荷」が認められ、「中」
＋「中」で「強」と評価される場合もある。
①特別な出来事とは、生死にかかわる、極度の苦痛を伴う、または永久労働不能となる後遺障害を残す業務上の病気やケ

ガをした、等。
②特別な出来事がない場合の出来事としては、例えば、

会社で起きた事故、事件について責任を問われた→中
業務に関連し、違法行為を強要された　　　　　→中
顧客や取引先から無理な注文やクレームを受けた →中
発病直前の２ヶ月間連続して１月あたりおおむね
１２０時間以上の時間外労働　　　　　　　　  →強

１ヶ月に８０時間以上の時間外労働を行った　　　→中
退職を強要された　　　　　　　　　　　　　 　→強
配置転換となった　　　　　　　　　　　　　 　→中
パワハラ、セクハラを受けた　　　　　　　　→中・強

精神障害 　令和２年８月 21 日基発０８２１第４号「心理的負荷による精神障害の認定基準について」

脳血管疾患・心臓疾患 　令和２年８月 21 日改正基発０８２１第３号「脳血管疾患及び虚血性心疾患等（負傷に起
因するものを除く。）の認定基準について」
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労務管理委員会　
担当理事　森井博子理事

　
私
た
ち
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
業
に
お
い
て
は
、
全
産
業
の
中
で
も
「
転
倒
」
災
害

が
非
常
に
多
く
、「
墜
落
・
転
落
」
に
よ
る
死
亡
災
害
の
発
生
も
依
然
と
し
て
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
」
と
の
共
存

も
未
だ
続
い
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
労
働
災
害
を
撲
滅
す
る
た
め
、
安
全
衛
生
関
係
法
令
を
遵
守
し
、
よ
り

一
層
の
安
全
衛
生
管
理
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
防
止
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で
同
様
に

「
3
密
の
回
避
」、「
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
」、「
マ
ス
ク
の
着
用
」
な
ど
を
徹
底
し

ま
す
。

　
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
が
創
立
60
周
年
を
迎
え
た
本
年
は
、
ま
た
、「
労
働

安
全
衛
生
法
」
の
施
行
か
ら
50
年
、
さ
ら
に
、
第
13
次
東
京
労
働
局
労
働
災
害
防
止

計
画
の
最
終
年
度
の
年
に
当
た
り
ま
す
。

　
こ
の
節
目
に
、
改
め
て
東
京
労
働
局
の
ご
指
導
の
下
、
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

を
は
じ
め
各
団
体
の
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
労
働
災
害
の
防
止

に
努
め
、
一
人
ひ
と
り
が
「
安
全
に
」
ま
た
「
安
心
し
て
」
働
く
こ
と
が
で
き
る
職
場

環
境
の
確
立
を
目
指
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
、
こ
こ
に
宣
言
し
ま
す
。

　
令
和
4
年
10
月
7
日
　
公
益
社
団
法
人
東
京
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
　
会
長
　
佐
々
木
浩
二

　

本
日
は
、
ご
多
用
中
の
と
こ
ろ
、
足
元

が
悪
い
中
、
ご
参
集
い
た
だ
き
ま
し
て
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
大
会

の
閉
会
に
当
た
り
ま
し
て
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
日
は
、
各
社
の
労
働
安
全
へ
の
取
組

の
成
果
と
い
た
し
ま
し
て
、
各
分
野
で
表

彰
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
ご

努
力
に
深
く
敬
意
を
表
す
と
と
も
に
、
さ

ら
な
る
発
展
に
向
け
た
取
組
み
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

環
境
衛
生
を
守
り
、
社
会
活
動
を
維
持

す
る
我
々
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が

労
働
災
害
の
被
災
者
と
な
る
こ
と
は
あ
っ

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
本
日
の
大
会
を
契
機

に
、
東
京
労
働
局
「
第
13
次
東
京
労
働
局

労
働
災
害
防
止
計
画
」
の
残
り
の
期
間
に

一
人
の
被
災
者
も
出
さ
な
い
よ
う
取
組
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
本
日
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た

宮
島
先
生
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
業
界
の
皆
様
と
力
を
合
わ
せ
て

労
働
災
害
撲
滅
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

以
上
を
も
ち
ま
し
て
、
令
和
4
年
度
労

働
安
全
衛
生
大
会
の
閉
会
と
い
た
し
ま
す
。

7　
令
和
４
年
度　
労
働
安
全
衛
生
大
会　

大
会
宣
言

8　

閉
会
の
こ
と
ば

梶山副会長
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皆さんの管理物件は大丈夫？
会員企業様の設備管理業務において、以下のような事故が発生いたしました。
設備管理を行っている各企業様は、改めて管理物件の確認をお願いします。

※本コーナーは業界全体の品質向上に貢献したいという、情報提供元企業のご意向により設けたものです。

病院で地下オイルタンク漏洩検査（３年に１回の法定検査）を行っ
た。漏洩検査後にオイルギアポンプによるエア抜きをしたところ、
PH階で外した配管の戻し忘れ部分から漏油し、防油堤床面クラッ
クから下階 ICU に重油が漏れた。
その後直ちに緊急清掃したが、重油の匂いが残り、下階の ICU ３
床が 45 日間もの間、使用不可となる事象を発生させた。

◎３年に１回の点検のため、事前に点検方法
を確認し、運転前に配管の戻し忘れがない
か等、作業のチェックリストを必ず用意し、
チェックを徹底する。
◎防油堤の防油構造確認、クラック等ないか
確認。クラックがある場合は補修を提案。
◎オイルサービスタンクの漏れが、病院での
重要施設に影響を及ぼさないか、事前に十
分確認する。
◎病院機能を損なうことが予測される点検は
関係者でシミュレーション実施、手順書の
見直しをする。
◎緊急時に備えて施工会社を加え、体制を整
える。

　当協会では各社における事故事例を募集しております。ご紹介いただいた事故事例は、広報誌で取り上げ
させていただき、業界全体の品質向上のため活用いたします。
　応募先はこちら⇒ pr@tokyo-bm.or.jp
※ご紹介の際は会社名、物件名等の固有名称は掲載いたしません。
※提供いただいた情報は本コーナーへの使用以外に使用いたしません。

貴社の事故事例を業界全体の品質向上につなげませんか？

3 階　ICU：ベッド汚染

◎地下オイルタンク機密検査のため、5か所の密閉操作を実施。（●部分）
◎点検終了後、オイルサービスタンク 2（PH階　発電機室）の返油管密閉箇所の復旧前に、エア抜きのためオイルギ
アポンプを運転。
◎ PH階発電機室で漏油、その後、防油提床面クラックより、階下の ICU へ漏油。
◎漏油した部分の清掃を実施したが重油の匂いが強く、ICU ６床のうち３床使用不可能となる。

作業状況

事故概要

対  応  策

地下オイルタンク
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10
・
13	

観
光
バ
ス
が
横
転
し
ツ
ア
ー
参
加
者

の
女
性
1
人
死
亡

10
・
14	

与
党
党
首
会
談
で
電
気
・
ガ
ス
料
金
負

担
軽
減
策
を
導
入
す
る
方
針
を
合
意

10
・
15	

山
口
で
安
倍
元
首
相
の
県
民
葬
行
わ

れ
る 

10
・
16	

中
国
共
産
党
大
会
が
開
幕

10
・
17	

岸
田
文
雄
首
相
が
旧
統
一
教
会
の
調

査
を
指
示

10
・
18	

２
０
２
２
年
産
の
新
米
価
格
３
年
ぶ

り
上
昇

10
・
19	

韓
国
政
府
は
日
本
か
ら
の
ビ
ザ
な
し

入
国
を
11
月
１
日
か
ら
再
開
す
る
と

発
表

10
・
20	

英
国
の
ト
ラ
ス
首
相
が
辞
意
を
表
明

10
・
21	

９
月
の
全
国
消
費
者
物
価
指
数
が
前

年
同
月
比
３
％
上
昇

10
・
22	

天
皇
皇
后
両
陛
下
が
即
位
後
初
め
て

沖
縄
を
訪
問

10
・
23	

中
国
共
産
党
は
習
近
平
総
書
記
の
３

期
目
続
投
を
正
式
決
定

10
・
24	

山
際
大
志
郎
経
済
再
生
担
当
大
臣
が

辞
任
を
表
明

10
・
25	
英
国
新
首
相
に
ス
ナ
ク
氏
が
就
任

10
・
26	

デ
ジ
タ
ル
賃
金
解
禁
に
向
け
厚
生
労

働
省
が
改
正
案
を
了
承

10
・
27	

新
年
一
般
参
賀
を
３
年
ぶ
り
再
開
へ

10
・
28	

日
銀
が
金
融
緩
和
策
の
維
持
を
決
定

10
・
29	

韓
国
ソ
ウ
ル
・
梨
泰
院
の
路
地
で
雑

踏
事
故
が
発
生
し
１
５
８
人
が
死
亡

10
・
30	

プ
ロ
野
球
日
本
シ
リ
ー
ズ
で
オ
リ
ッ

ク
ス
が
勝
利
し
26
年
ぶ
り
日
本
一

10
・
31	

ハ
ロ
ウ
ィ
ー
ン
に
ぎ
わ
う
渋
谷
で
警

視
庁
が
数
百
人
規
模
の
厳
戒
態
勢

11
・
1	

政
府
が
冬
季
の
節
電
要
請
を
正
式
決
定

11
・
2	

米
国
Ｆ
Ｒ
Ｂ
が
主
要
政
策
金
利
の

０
・
75
％
の
引
き
上
げ
決
定

11
・
3	

皇
居
で
文
化
勲
章
の
親
授
式
行
わ
れ
る

11
・
4	

現
行
紙
幣
の
製
造
が
終
了

11
・
5	

橋
本
大
輝
選
手
が
世
界
選
手
権
個
人

総
合
決
勝
で
初
優
勝

11
・
6	

｢

ぎ
ふ
信
長
ま
つ
り
」
信
長
公
騎
馬
武

者
行
列
で
俳
優
木
村
拓
哉
さ
ん
参
加

11
・
7	

C
O
P
27
首
脳
級
会
合
が
開
幕 

11
・
8	

｢

皆
既
月
食
」
と
「
天
王
星
食
」
が

４
４
２
年
ぶ
り
に
同
時
観
測

11
・
9	

茨
城
県
で
震
度
5
強
の
地
震
を
観
測

11
・
10	

政
府
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
に
備

え
都
道
府
県
が
出
す
「
対
策
強
化
宣

言
」
を
設
け
る
方
針

11
・
11	

葉
梨
康
弘
法
務
大
臣
が
辞
任
を
表
明

11
・
12	

米
中
間
選
挙
で
与
党
民
主
党
が
上
院
勝
利

11
・
13	

日
韓
首
脳
が
３
年
ぶ
り
正
式
会
談
し

徴
用
工
早
期
解
決
で
合
意

11
・
14	

バ
イ
デ
ン
大
統
領
と
習
近
平
国
家
主

席
が
初
会
談

当協会メールマガジンに
登録しませんか？

　当協会では登録いただいた皆様にメールマガジンを配信しています。
　毎月の講習会更新情報、新規セミナーのご案内、その他協会事業等の最新情報をいち早くお届け
しています。
　講習会申込みご担当者様や協会事業に関心のある方は、以下のURLまたはQRコードから登録申込
フォームにアクセスの上、是非ご登録ください。

※メールマガジンは会員、
　一般問わずに、登録無料
　です。

登録申込はこちら

https://www.tokyo-bm.or.jp/contact/mail.html

講習会

更新情報
協会事業
最新情報
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１　
会
長
あ
い
さ
つ　
佐
々
木
会
長

　

11
月
は
早
い
逃
げ
足
で
さ
っ
と
い
な
く
な
る
。
す
ぐ

に
師
走
と
い
う
こ
と
で
、
二
十
四
節
気
の
霜
降
を
も
う

過
ぎ
た
。
こ
の
字
の
ご
と
く
霜
が
降
り
て
い
る
と
い
う

話
題
が
出
て
き
て
い
る
昨
今
で
あ
る
。
朝
夕
な
ど
急
激

に
寒
さ
が
出
て
、
冷
え
込
ん
だ
り
す
る
中
、
体
調
の
維

持
管
理
に
気
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

コ
ロ
ナ
感
染
者
数
は
下
げ
止
ま
り
し
、
こ
の
1
週
間

は
、
前
週
よ
り
陽
性
率
が
上
が
っ
て
き
た
。
第
8
波
が

い
つ
来
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い
う
専
門
家
の
意
見
も

あ
る
。
た
だ
、
Ｂ
Ａ
・
１
と
か
Ｂ
Ａ
・
５
対
応
の
ワ
ク

チ
ン
が
広
が
っ
て
い
け
ば
、
陽
性
率
も
下
が
っ
て
く
る

と
思
う
。
自
分
で
密
に
な
る
と
こ
ろ
に
は
行
か
な
い
が
、

引
き
続
き
そ
う
い
う
形
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
約
3
年

間
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
続
い
て
い
る
が
、
10
月
に
は
い
ろ

い
ろ
な
海
外
交
流
が
緩
和
さ
れ
て
い
る
。
全
国
協
会
で

も
、
久
し
ぶ
り
に
海
外
に
行
き
、
新
し
い
世
界
大
会
を

立
ち
上
げ
て
き
た
。

　

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
問
題
で
諸
物
価
が
値
上
が

り
し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
終
息
し
て
ほ
し
い
と
願
っ

て
い
る
。

　

本
日
は
、
入
会
の
審
査
、
来
年
度
予
算
編
成
の
方
針

を
出
し
て
い
る
。
ま
た
、
諸
規
程
の
改
正
、
委
員
会
委

員
の
追
加
選
任
と
い
う
審
議
事
項
が
あ
る
の
で
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

　

ま
た
、
先
ほ
ど
の
世
界
大
会
、
労
働
安
全
衛
生
大
会

も
無
事
に
終
わ
っ
た
。
そ
の
再
確
認
の
中
で
、
安
全
衛

生
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
た
い
。

2　
審
議
事
項

第
１
号
議
案　
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
正
会
員　
都
市
環
境
整
美
株
式
会
社

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

都
市
環
境
整
美
株
式
会
社
は
、
昭
和
48
年
に
設
立

さ
れ
た
総
合
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
企
業
で
あ
る
。
自

社
ブ
ラ
ン
ド
の
強
化
を
目
的
と
し
て
入
会
を
希
望
し

て
い
る
。
推
薦
会
社
は
、
ニ
ワ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
で

あ
る
。

第
２
号
議
案　
継
続
入
会
の
承
認
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
総
務
委
員
長

　
正
会
員　
株
式
会
社
ケ
イ
・
エ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

株
式
会
社
ケ
イ
・
エ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
会

員
で
あ
っ
た
株
式
会
社
ケ
イ
・
エ
ス
・
シ
ス
テ
ム
よ

り
事
業
譲
渡
を
受
け
、
株
式
会
社
ケ
イ
・
エ
ス
・
シ

ス
テ
ム
の
役
員
で
あ
っ
た
方
が
令
和
4
年
4
月
に
設

立
し
た
会
社
で
あ
る
。
こ
の
10
月
ま
で
に
事
業
譲
渡

が
完
了
さ
れ
る
運
び
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
継
続
入
会

の
申
込
み
が
あ
っ
た
。

公益社団法人  東京ビルメンテナンス協会

第124回

理 事 会 報 告
令和５年度 予算編成方針を承認

Photo:クリスマスローズ

■日時　令和4年11月1日（火）午後3時～午後3時52分
■開催場所　　　　ビルメンテナンス会館4階会議室
■理事・監事数　　理事20名、監事3名
■出席者　　　　　理事15名、監事3名

■審議事項
第１号議案　入会の承認について
　　正会員　都市環境整美株式会社

第２号議案　継続入会の承認について
　　正会員　株式会社ケイ・エス・コミュニティ
第３号議案　令和５年度 予算編成方針について
第４号議案　諸規程の改正について
　　その１　清掃作業従事者研修業務規程の一部改正
　　その２　貯水槽清掃作業従事者研修業務規程の一部改正
　　その３　防除作業従事者研修業務規程の一部改正
第５号議案　委員会委員の追加選任について
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■第 124回理事会

第
3
号
議
案　
令
和
５
年
度 

予
算
編
成
方
針
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
榎
本
財
務
委
員
長

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

予
算
編
成
方
針
は
「
前
文
」「
総
括
的
事
項
」「
具

体
的
事
項
」
の
3
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

　
「
前
文
」
だ
が
、
令
和
4
年
度
は
半
減
さ
せ
て
い
た

講
習
会
定
員
を
8
月
か
ら
原
則
1
0
0
％
に
戻
し
、

創
立
60
周
年
記
念
事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、
概
ね
計

画
ど
お
り
事
業
を
執
行
し
た
。
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

業
界
は
、
円
安
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
の
高
騰
等
に
伴

う
物
価
高
を
は
じ
め
、
厳
し
い
経
営
環
境
に
あ
る
が
、

会
館
が
築
30
年
を
迎
え
大
規
模
修
繕
工
事
が
ピ
ー
ク

を
迎
え
る
こ
と
、
令
和
5
年
度
は
コ
ス
ト
の
再
点
検

や
縮
減
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て

い
る
。

　

総
括
的
事
項
で
は
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
、
公
益
目
的

事
業
に
つ
い
て
コ
ロ
ナ
禍
前
の
事
業
規
模
で
計
画
を

す
る
こ
と
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
を
加

速
化
さ
せ
、
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
に
努
め

る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

具
体
的
事
項
で
は
、
会
員
ニ
ー
ズ
の
高
い
講
習
会

は
開
催
回
数
の
増
加
を
検
討
す
る
こ
と
、
物
価
高
の

影
響
を
受
け
て
い
る
支
出
項
目
に
つ
い
て
市
場
動
向

を
注
視
し
適
正
額
を
見
積
も
る
こ
と
、
理
事
会
回
数

は
8
回
と
し
て
予
算
を
計
上
す
る
こ
と
、
燃
料
費
高

騰
等
に
よ
る
影
響
が
著
し
い
電
力
を
は
じ
め
経
常
的

経
費
の
見
直
し
に
努
め
る
こ
と
な
ど
を
述
べ
て
い
る
。

　

以
上
の
方
針
に
基
づ
き
令
和
5
年
度
予
算
見
積
書

を
作
成
し
、
12
月
21
日
（
水
）
ま
で
に
提
出
を
お
願

い
し
た
い
。

第
4
号
議
案　
諸
規
程
の
改
正
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
野
口
建
築
物
衛
生
管
理
委
員
長

そ
の
１　
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
の
一
部

　
　
　
　
改
正

そ
の
２　
貯
水
槽
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程

　
　
　
　
の
一
部
改
正

そ
の
３　
防
除
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
の
一
部

　
　
　
　
改
正

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

当
協
会
は
厚
生
労
働
省
の
指
定
機
関
と
し
て
、
清

掃
・
貯
水
槽
清
掃
・
防
除
作
業
の
各
従
事
者
の
研
修

を
実
施
し
て
い
る
が
、
指
定
機
関
の
維
持
に
は
、
6

年
ご
と
に
登
録
機
関
と
し
て
の
更
新
が
必
要
で
あ
り
、

今
年
が
該
当
年
と
な
る
。
更
新
に
際
し
関
係
す
る
諸

規
程
を
点
検
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
の
運
用
と
乖
離
し

て
い
る
点
が
あ
っ
た
た
め
、
現
行
の
運
用
に
合
わ
せ

る
形
で
改
正
を
提
案
す
る
。

　

清
掃
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
の
一
部
改
正
だ

が
、
主
な
改
正
箇
所
は
2
点
で
、
1
点
目
は
第
4
条

で
、
現
在
受
講
料
に
テ
キ
ス
ト
代
は
含
ん
で
い
な
い

た
め
、
修
正
し
て
い
る
。
2
点
目
は
第
6
条
で
、
現

在
は
F
A
X
で
は
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の

申
込
み
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
修
正
す
る
。
そ
の
他
、

一
部
の
文
言
を
整
理
し
て
い
る
。

　

貯
水
槽
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
の
一
部

改
正
、
防
除
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
の
一
部
改

正
も
、
清
掃
作
業
従
事
者
研
修
業
務
規
程
と
同
様
で

あ
る
。

　

な
お
、
各
規
程
は
12
月
1
日
付
で
改
正
、
施
行
の

予
定
で
あ
る
。

第
5
号
議
案　
委
員
会
委
員
の
追
加
選
任
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

　

標
記
に
つ
い
て
提
案
説
明
が
あ
り
、
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
た
。

■
提
案
説
明

　

委
員
会
委
員
4
名
の
追
加
選
任
を
提
案
す
る
。
任

期
は
い
ず
れ
も
本
日
か
ら
来
年
の
6
月
末
ま
で
の
予

定
で
あ
る
。

　

建
築
物
衛
生
管
理
委
員
会
で
は
、
調
査
研
究
小
委

員
会
及
び
教
育
研
修
小
委
員
会
委
員
と
し
て
、
二
幸

産
業
株
式
会
社
の
小
林
静
夫
氏
を
推
薦
す
る
。
氏
は
、

業
務
統
括
部
門
の
課
長
と
し
て
現
場
の
管
理
運
営
に

従
事
し
て
お
り
、
ま
た
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
士

や
清
掃
作
業
監
督
者
な
ど
の
資
格
を
有
す
る
。

　

建
築
物
施
設
保
全
委
員
会
で
は
、
教
育
研
修
専
門

委
員
会
委
員
と
し
て
、
ま
ず
東
京
不
動
産
管
理
株
式

会
社
の
奥
山
倉
一
氏
と
小
松
昭
司
氏
を
推
薦
す
る
。

両
氏
は
以
前
、
東
京
電
力
株
式
会
社
で
変
電
所
設
備

の
保
守
、
監
視
、
制
御
、
設
備
故
障
時
の
対
応
業
務

等
を
担
当
し
て
お
り
、
奥
山
氏
は
社
員
研
修
に
も
従

事
し
て
い
る
。
次
の
鈴
木
敏
伸
氏
は
、
東
京
都
交
通

局
で
設
備
管
理
、
電
力
供
給
運
用
監
視
業
務
に
従
事

し
、
現
在
は
東
京
都
立
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー
赤

羽
校
に
所
属
、
主
任
指
導
員
と
し
て
電
気
設
備
関
係

の
教
育
を
担
当
し
、
第
一
種
電
気
工
事
士
な
ど
の
資

格
も
有
し
て
い
る
。
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3　
報
告
事
項

⑴　
全
国
協
会
報
告　
　
　
野
口
東
京
地
区
本
部
長

ア　
第
１
回
新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会

　

10
月
11
日
に
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
、
第
1
回
新
・
世

界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
、
日
本
か

ら
総
勢
23
名
が
参
加
し
た
。
大
会
で
は
S
D
G
s
に

焦
点
を
当
て
た
建
物
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
に
つ
い
て
、

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
・
ク
オ
リ
テ
ィ
ケ
ア
の
エ
ー
ミ
ル
・

オ
ス
ト
ベ
リ
氏
に
よ
る
基
調
講
演
に
続
き
、「
世
界
ビ

ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
連
盟
」
の
設
立
趣
意
書
が
採
択
さ

れ
、
初
代
会
長
に
一
戸
全
協
会
長
が
選
任
さ
れ
た
。

〇
一
戸
名
誉
会
長

　

世
界
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
連
盟
と
い
う
以
前
に
入
っ
て

い
た
連
盟
の
中
で
は
、
言
葉
の
壁
が
あ
り
、
な
か
な

か
活
動
が
難
し
い
と
い
う
状
況
が
発
生
し
て
い
た
た

め
、
新
し
い
会
を
設
立
し
て
、
日
本
の
皆
様
と
日
本

語
で
親
し
く
外
国
の
地
で
勉
強
が
で
き
れ
ば
と
い
う

趣
旨
の
下
、
行
っ
て
き
た
。

　

皆
さ
ん
と
ま
た
異
国
の
地
で
い
ろ
い
ろ
な
勉
強
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

イ　
ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆
ク
リ
ー
ン

　
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
２
０
２
２

　

会
期
は
10
月
26
日
か
ら
28
日
の
3
日
間
、東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
東
展
示
棟
で
開
催
。
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

昨
年
を
6
0
0
名
上
回
る
9
7
9
6
名
が
来
場
し

た
。

　

2
0
2
3
年
は
、11
月
15
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
金
）

の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
で
開
催
す
る
が
、

2
年
に
一
度
の
全
国
ビ
ル
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
技
能
競
技

会
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た

だ
け
る
よ
う
、
新
し
い
企
画
や
出
展
を
準
備
し
た
い
。

⑵　
委
員
会
報
告

ア　
財
務
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
榎
本
委
員
長

（
ア
）
令
和
４
年
度 

上
半
期
決
算

Ⅰ　
令
和
4
年
度
上
半
期
収
支
計
算
書

１　
事
業
活
動
収
入

　

会
費
収
入
は
、予
算
額
に
対
し
50
％
の
収
入
率
だ
っ

た
。

　

事
業
収
入
は
、
①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に

関
す
る
事
業
、
②
犯
罪
の
防
止
・
治
安
の
維
持
に
関

す
る
事
業
、
③
建
築
設
備
機
器
の
事
故
の
防
止
に
関

す
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
感
染
症
対
策
と
し
て
7
月

ま
で
受
講
定
員
率
を
50
％
と
し
た
た
め
、
収
入
率
は

40
％
前
後
だ
っ
た
。
④
普
及
啓
発
・
活
用
の
事
業
収

入
は
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
が
上
半
期
の
開

催
だ
っ
た
た
め
86
％
。
⑤
収
益
等
そ
の
他
事
業
収
入

は
、
新
年
賀
詞
交
歓
会
収
入
が
下
半
期
事
業
実
施
の

た
め
46
％
。
以
上
、
事
業
活
動
収
入
計
は
、
予
算

額
3
億
8
4
4
万
円
に
対
し
、
上
半
期
決
算
額
は

1
億
5
6
3
3
万
円
、
51
％
の
収
入
率
だ
っ
た
。

2　
事
業
活
動
支
出

（
１
）
事
業
費
支
出

　

①
建
築
物
の
環
境
衛
生
の
向
上
に
関
す
る
事
業
費

は
、『
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
事
例
集
』
の
作
成
等
を
下
半
期

に
予
定
し
て
い
る
た
め
執
行
率
33
％
。
②
犯
罪
の
防

止
・
治
安
の
維
持
に
関
す
る
事
業
費
は
、『
現
場
責
任

者
の
た
め
の
Q
＆
A
』
の
作
成
等
を
下
半
期
に
予

定
し
て
い
る
た
め
、
執
行
率
39
％
。
③
建
築
設
備
機

器
の
事
故
の
防
止
に
関
す
る
事
業
費
は
、
大
阪
協
会

と
の
情
報
交
換
会
や
設
備
点
検
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
等

を
下
半
期
に
予
定
し
て
い
る
た
め
執
行
率
48
％
。
④

普
及
啓
発
・
活
用
に
関
す
る
事
業
費
は
、
ビ
ル
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
を
上
半
期
に
開
催
し
た
た
め
、
執

行
率
72
％
。
⑤
収
益
等
そ
の
他
の
事
業
費
は
、
会
館

の
計
画
修
繕
工
事
や
60
周
年
記
念
式
典
等
を
実
施
し

た
た
め
、
執
行
率
69
％
。

（
２
）
管
理
費
支
出

　

渉
外
費
は
執
行
率
2
％
だ
が
、
下
半
期
に
支
出
予

定
が
あ
る
。
消
耗
品
費
は
、
P
C
等
の
事
務
機
材
購

入
が
上
半
期
に
集
中
し
た
た
め
執
行
率
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
管
理
費
全
体
の
執
行
率
は
50
％
。

　

以
上
、
事
業
活
動
支
出
計
は
、
予
算
額
3
億

8
7
3
9
万
円
に
対
し
、
執
行
額
は
2
億
2
8
9
2

万
円
、
59
％
の
執
行
率
だ
っ
た
。
本
年
度
は
60
周
年

記
念
事
業
等
の
大
規
模
事
業
を
上
半
期
に
実
施
し
た

た
め
、
執
行
率
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

Ⅱ　
令
和
4
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書

　

令
和
4
年
度
上
半
期
の
正
味
財
産
期
末
残
高

は
10
億
4
0
2
8
万
円
と
な
り
、
前
期
末
よ
り

6
1
6
9
万
円
減
少
し
た
。

Ⅲ　
令
和
4
年
度
上
半
期
貸
借
対
照
表

　

資
産
の
部
の
資
産
合
計
は
11
億
3
6
9
5
万
円
、

負
債
の
部
の
負
債
合
計
は
9
6
6
7
万
円
で
あ
る
。



23 2022.12  Network Tokyo『できません』　言える勇気と聞く器　皆で守る心の健康

■第 124回理事会

Ⅳ　
令
和
4
年
度
上
半
期
正
味
財
産
増
減
計
算
書
内

訳
表

　

評
価
損
益
等
調
整
前
当
期
経
常
増
減
額
は
、
公
1

か
ら
公
4
が
全
て
マ
イ
ナ
ス
。
会
費
・
入
会
金
を
加

え
た
公
益
目
的
事
業
計
も
5
0
9
8
万
円
の
マ
イ
ナ

ス
、上
半
期
末
の
時
点
で
は
、収
支
相
償
を
確
保
し
た
。

　

公
1
か
ら
公
4
の
小
計
は
62
％
で
、
公
益
目
的
事

業
比
率
50
％
以
上
の
要
件
も
達
成
し
て
い
る
。

　

な
お
、定
時
総
会
で
は
正
式
な
計
算
書
で
あ
る
「
正

味
財
産
増
減
計
算
書
」
を
用
い
て
説
明
し
て
お
り
、

今
後
は
理
事
会
で
の
提
案
時
も
資
料
を
一
本
化
し
、

正
味
財
産
増
減
計
算
書
の
み
を
用
い
て
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
く
の
で
了
承
願
い
た
い
。

【
令
和
４
年
度 

上
半
期
監
査
報
告
】　
大
村
監
事

1　
監
査
の
方
法

　

伝
票
、
帳
簿
及
び
証
拠
書
類
を
精
査
し
、
計
算
書

類
の
正
確
性
を
検
討
し
た
。
業
務
監
査
に
つ
い
て
は
、

理
事
会
及
び
そ
の
他
の
会
議
に
出
席
し
、
理
事
の
業

務
報
告
の
聴
取
、
関
係
書
類
の
閲
覧
な
ど
、
必
要
と

思
わ
れ
る
監
査
手
続
を
行
い
、
業
務
執
行
の
妥
当
性

を
検
討
し
た
。

2　
監
査
意
見

　

決
算
報
告
書
は
、
会
計
帳
簿
の
記
載
金
額
と
一
致

し
、
法
人
の
収
支
状
況
及
び
財
政
状
態
を
正
し
く
示

し
て
い
る
と
認
め
る
。
理
事
の
職
務
執
行
に
関
す
る

不
正
の
行
為
並
び
に
法
令
及
び
定
款
に
違
反
す
る
事

実
は
な
い
と
認
め
る
。

（
イ
）
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
修
繕
工
事
の
実
施
報

告
　

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
内
装
修
繕
工
事
を
実
施
し

た
。
工
期
は
9
月
16
日
か
ら
23
日
。
工
事
内
容
は
、

4
階
会
議
室
の
壁
床
天
井
の
更
新
等
で
あ
る
。

イ　
労
務
管
理
委
員
会　
　
　
　
森
井
担
当
理
事

労
働
安
全
衛
生
大
会
の
開
催

　

令
和
4
年
度
労
働
安
全
衛
生
大
会
は
、
10
月
7
日

14
時
か
ら
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
会
館
2
階
で
開
催
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し

な
が
ら
も
、
理
事
や
多
く
の
受
賞
者
・
関
係
者
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
成
功
裏
に
終
了
し
た
。
ご
協
力
に

感
謝
す
る
。

　

当
日
は
弁
護
士
の
宮
島
氏
の
講
演
が
あ
り
、
安
全

配
慮
義
務
に
つ
い
て
判
例
な
ど
を
通
じ
て
分
か
り
や

す
く
解
説
い
た
だ
き
、
非
常
に
有
益
だ
っ
た
。

　

採
択
し
た
大
会
宣
言
の
下
、
委
員
会
と
し
て
も
労

働
災
害
撲
滅
に
向
け
、
高
齢
者
の
転
倒
防
止
な
ど
継

続
し
た
会
員
支
援
や
事
業
を
企
画
実
施
し
て
い
く
予

定
で
あ
る
。

ウ　
厚
生
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
田
中
委
員
長

第
60
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募
集
の

案
内

　

今
回
は
、
特
に
人
気
の
高
い
ク
リ
ス
マ
ス
イ
ブ
の

「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
交
響
曲
第
9
番
」
へ
の
ご
招
待
で

あ
る
。
今
ま
で
は
一
番
安
い
E
X
席
へ
の
無
料
招
待

だ
っ
た
が
、
今
回
は
ス
テ
ー
ジ
に
近
く
音
響
が
良
い

S
席
と
し
、
協
会
が
半
額
相
当
分
を
補
助
す
る
形
で
、

会
員
は
2
名
で
8
0
0
0
円
の
負
担
を
い
た
だ
く
。

会
場
は
東
京
芸
術
劇
場
で
あ
る
。

エ　
経
営
研
究
委
員
会　
　
　
　
　
梶
山
委
員
長

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
・
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
セ
ミ
ナ
ー

の
開
催

　

今
年
度
の
経
営
研
究
委
員
会
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
と
改
正
電
子
帳
簿
保
存
法
に
つ
い

て
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
。
い
ず
れ
も
直
近
の
法

改
正
に
関
す
る
内
容
で
、
税
理
士
に
よ
る
制
度
解
説

と
対
応
ソ
フ
ト
の
紹
介
の
2
部
制
と
な
っ
て
い
る
。

開
催
日
は
11
月
11
日
（
金
）
14
時
か
ら
16
時
半
、
会

場
出
席
と
Z
o
o
m
ウ
ェ
ビ
ナ
ー
の
併
用
で
の
開

催
。
会
員
限
定
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ
る
。

オ　
広
報
委
員
会　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

（
ア
）
第
16
回
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
こ
ど
も
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル 

東
京
地
区
応
募
作
品
の
審
査
結
果
報
告

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
全
国
協
会
が
主
催
し
、
当
協

会
も
協
賛
し
て
い
る
が
、
全
国
協
会
と
は
別
に
東
京

地
区
か
ら
の
応
募
作
品
に
つ
い
て
当
協
会
独
自
の
審

査
を
行
い
、
表
彰
を
行
っ
て
い
る
。
今
年
は
昨
年
よ

り
も
1
0
9
作
品
多
い
1
2
5
0
作
品
の
応
募
が

あ
っ
た
。
第
一
次
審
査
で
は
、
小
学
校
の
図
画
工
作

教
諭
4
名
が
審
査
、
最
終
審
査
は
広
報
委
員
会
で
実

施
し
て
12
名
が
受
賞
。
受
賞
者
に
は
後
日
表
彰
状
と

副
賞
を
贈
る
。

　

な
お
、
受
賞
作
品
は
例
年
同
様
、
令
和
5
年
カ
レ

ン
ダ
ー
の
デ
ザ
イ
ン
と
し
て
採
用
し
、
11
月
下
旬
に

会
員
各
社
や
応
募
者
、
都
内
公
立
小
学
校
な
ど
に
送

る
。
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（
イ
）
E
C
サ
イ
ト
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
開
設

　

10
月
3
日
よ
り
協
会
E
C
サ
イ
ト
で
あ
る
「
東

京
マ
ナ
ビ
ル
」
が
開
設
さ
れ
た
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は

講
習
会
申
込
み
や
書
籍
購
入
を
行
う
こ
と
が
で
き
る

が
、
特
徴
と
し
て
、
受
講
票
、
見
積
書
、
請
求
書
な

ど
も
即
時
に
電
子
デ
ー
タ
と
し
て
取
得
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

（
ウ
）
協
会
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
刷
新

　

協
会
創
立
60
周
年
に
合
わ
せ
て
入
会
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
刷
新
、
協
会
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
「
東
京
ビ

ル
メ
ン
お
仕
事
さ
が
し
」
や
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
へ

の
案
内
を
掲
載
し
た
他
、
協
会
事
業
の
紹
介
や
入
会

メ
リ
ッ
ト
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
。

　

な
お
、
本
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
、
10
月
末
、
都
内
の

非
会
員
企
業
7
6
3
社
宛
て
に
入
会
促
進
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
に
同
封
し
、
発
送
し
た
。

カ　
警
備
防
災
委
員
会　
　
　
　
　
谷
川
委
員
長

（
ア
）
上
級
救
命
講
習
の
開
催

　

警
備
防
災
セ
ミ
ナ
ー
と
し
て
、
8
月
3
日
及
び
11

月
14
日
の
2
回
で
上
級
救
命
講
習
を
開
催
す
る
。
本

講
習
は
救
命
活
動
の
知
識
を
身
に
付
け
る
だ
け
で
な

く
、
受
講
者
に
技
能
認
定
証
が
交
付
さ
れ
る
非
常
に

人
気
の
あ
る
講
習
で
、
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
か
ら
も

感
染
対
策
と
し
て
募
集
定
員
を
通
常
の
半
分
と
し
、

抽
選
制
で
開
催
し
て
い
る
。
今
年
度
開
催
分
は
既
に

募
集
を
締
め
切
っ
た
が
、
来
年
度
も
引
き
続
き
開
催

す
る
予
定
で
あ
る
。

（
イ
）
東
京
臨
海
広
域
防
災
公
園
体
験
学
習
ツ
ア
ー
の

実
施
報
告

　

警
備
防
災
見
学
会
と
し
て
、
9
月
16
日
に
東
京
臨

海
広
域
防
災
公
園
で
、
約
90
分
間
の
専
門
ガ
イ
ド
付

き
体
験
学
習
ツ
ア
ー
を
開
催
し
た
。
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド 

7
.
3
、
最
大
震
度
7
の
首
都
直
下
地
震
の
発
生

か
ら
避
難
ま
で
を
リ
ア
ル
に
体
験
し
な
が
ら
、
生
き

抜
く
知
恵
を
身
に
付
け
て
い
く
体
験
型
の
防
災
学
習

施
設
「
そ
な
エ
リ
ア
」
に
て
、
会
員
会
社
15
社
22
名

で
見
学
、
体
験
し
た
。
終
了
後
に
は
「
非
常
に
た
め

に
な
り
、
災
害
時
の
イ
メ
ー
ジ
が
で
き
た
。
参
加
し

て
本
当
に
よ
か
っ
た
」
と
見
学
者
か
ら
感
想
が
あ
っ

た
。

　

来
年
度
も
、
会
員
の
知
識
や
経
験
を
深
め
る
た
め

の
見
学
先
を
検
討
す
る
。

キ　
建
築
物
施
設
保
全
委
員
会　
　
今
井
委
員
長

（
ア
）
永
代
橋
変
電
所
見
学
会
の
実
施

　

11
月
29
日
に
永
代
橋
変
電
所
見
学
会
を
開
催
す
る
。

永
代
橋
変
電
所
は
、
地
下
変
電
所
の
一
つ
で
、
都
心

に
電
気
を
供
給
す
る
重
要
施
設
で
あ
る
。
今
回
は
、

電
力
供
給
を
支
え
る
大
型
設
備
を
見
学
し
、
安
定
し

た
電
気
を
届
け
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
対
策
が
取
ら

れ
て
い
る
か
、
お
話
を
伺
う
。
ぜ
ひ
参
加
い
た
だ
き

た
い
。

（
イ
）（
一
社
）
大
阪
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
協
会
と
の

設
備
管
理
に
関
す
る
情
報
交
換
会
の
実
施
報
告

　

大
阪
協
会
と
の
情
報
交
換
会
を
10
月
28
日
に
東
京

で
開
催
し
た
。
こ
の
情
報
交
換
会
は
、
毎
年
、
会
場

を
東
京
と
大
阪
で
交
互
に
開
催
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
30
回
開
催
し
て
き
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
拡

大
の
た
め
、
2
年
連
続
で
中
止
、
今
回
は
3
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
。

　

当
日
は
、
各
委
員
会
の
活
動
報
告
や
セ
ミ
ナ
ー
を

実
施
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
近
年
頻
発
し
て
い
る
自
然

災
害
や
ビ
ル
放
火
火
災
の
備
え
と
対
応
に
つ
い
て
講

演
い
た
だ
き
、
大
変
参
考
に
な
っ
た
。
ま
た
、
大
阪

協
会
の
皆
様
と
も
交
流
が
で
き
、
新
し
い
メ
ン
バ
ー

や
新
し
い
話
題
も
あ
り
、
有
意
義
な
時
間
が
過
ご
せ

た
。

⑶　
代
表
理
事
・
業
務
執
行
理
事
の
活
動
報
告

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

令
和
４
年
4
月
か
ら
令
和
４
年
9
月
ま
で
の
活
動
報
告

（
法
令
及
び
定
款
に
基
づ
く
理
事
会
報
告
）

　

代
表
理
事
佐
々
木
会
長
は
、
三
役
会
の
主
宰
、
創
立

60
周
年
記
念
式
典
や
優
良
従
業
員
表
彰
、
ビ
ル
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
フ
ェ
ア
等
の
各
種
協
会
行
事
で
の
挨
拶
、
他
団

体
行
事
へ
の
出
席
な
ど
を
実
施
。
3
人
の
副
会
長
は
、

三
役
会
や
担
当
委
員
会
へ
の
出
席
等
の
ほ
か
、
梶
山
副

会
長
は
東
京
都
財
務
局
と
の
意
見
交
換
会
に
出
席
。
専

務
理
事
は
、
三
役
会
及
び
関
係
委
員
会
に
出
席
し
た
ほ

か
、
事
務
局
業
務
の
総
括
的
運
営
を
行
い
、
一
戸
名
誉

会
長
に
は
三
役
会
で
各
種
助
言
・
指
導
を
い
た
だ
い
た
。

⑷　
事
務
局
報
告　
　
　
　
　
　
　
高
橋
専
務
理
事

ア　
主
な
出
来
事

9
月
6
日	

第
１
２
3
回
理
事
会

　
　

14
日	

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

16
〜
23
日	

1
階
応
接
室
及
び
4
階
の
壁
、
床

の
張
替
え
工
事
実
施
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■第 124回理事会

　
　

28
日	

職
員
向
け
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
研
修

10
月
3
日	

E
C
サ
イ
ト
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」

開
設

10
月
4
日	

三
役
会

10
月
7
日	

労
働
安
全
衛
生
大
会　

　
　

10
～
16
日	

新
・
世
界
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大

会
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
他
）　

　
　
　
　

12
日　

地
区
本
部
事
務
局
長
会
議

　
　

26
～
28
日	

ビ
ル
メ
ン
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ア
＆

ク
リ
ー
ン
E
X
P
O 

2
0
2
2

（
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
）

イ　
今
後
の
予
定

12
月
6
日	

三
役
会
及
び
役
員
忘
年
会

1
月
16
日	

三
役
会
、
第
1
2
5
回
理
事
会
、

新
年
賀
詞
交
歓
会
（
ハ
イ
ア
ッ
ト

リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京
）

2
月
7
日	

三
役
会

3
月
7
日	

三
役
会
、
第
１
２
6
回
理
事
会

ウ　
会
員
数
の
推
移

　

正
会
員
５
１
3
社
、
賛
助
会
員
69
社
（
11
月
1
日

現
在
）

⑸　
そ
の
他　
高
橋
専
務
理
事

ア　
令
和
４
年
度 

認
定
職
業
訓
練
功
労
者
に
対
す
る
感
謝
状

　

東
京
都
産
業
労
働
局
長
感
謝
状
が
、
建
築
物
衛
生

管
理
委
員
会
所
属
の
伊
藤
聖
子
氏
に
贈
ら
れ
る
。
伊

藤
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
実
務
経
験
を
基
に
培
っ
た

専
門
知
識
と
技
術
を
生
か
し
て
、
清
掃
資
機
材
の
使

用
方
法
等
の
実
技
指
導
を
担
当
し
て
い
る
。
お
め
で

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

表
彰
状
贈
呈
式
は
、
11
月
2
日
、
新
宿
パ
ー
ク
タ

ワ
ー
で
実
施
さ
れ
る
。。

イ　
令
和
４
年
度 

会
員
名
簿
の
発
行

　

令
和
4
年
版
の
会
員
名
簿
が
発
行
さ
れ
た
。

4　
そ
の
他　
森
井
労
務
管
理
委
員
会
担
当
理
事

過
重
労
働
解
消
の
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

　

11
月
は
、
厚
生
労
働
省
で
は
過
労
死
等
防
止
の
啓
発

月
間
に
な
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
過
重
労
働

解
消
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
て
い
る
。
セ
ミ
ナ
ー
は
9
月

か
ら
12
月
ま
で
全
49
回
、
参
加
費
は
無
料
で
あ
る
。
開

催
方
法
は
基
本
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
44
回
、
開
催
時
間

は
2
時
間
30
分
で
あ
る
。

　

テ
ー
マ
は
過
重
労
働
の
ほ
か
、今
非
常
に
問
題
と
な
っ

て
い
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
パ
ワ
ハ
ラ
、

送
検
事
例
と
い
っ
た
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
る
。

ぜ
ひ
機
会
を
見
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
1
0
0
名
ぐ

ら
い
集
ま
れ
ば
企
業
単

位
で
の
個
別
開
催
も
可

能
で
あ
る
。

2019. ● Network Tokyo15 □□□□■□□□□■□□□□■□□□□■

飲酒運転はダメ！
お酒などアルコール類を飲んだとき、
運転はゼッタイに止めましょう。
スピード違反や人身事故など
重大事故につながり、危険です。
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左
さ と う

党　隆
たかし

　
「
先
生
が
江
夏
と
古
葉
監
督
と
の
心
の
葛
藤
話

と
い
わ
れ
る
の
は
分
か
り
ま
し
た
が
、
先
程
の
話

で
気
に
な
っ
た
の
が
、
8
番
打
者
の
平
野
光
泰
を
、

江
夏
と
水
沼
の
バ
ッ
テ
リ
ー
が
満
塁
策
に
出
て
敬

遠
で
歩
か
せ
無
死
満
塁
と
し
た
件
（
く
だ
り
）
に

つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
教
え
て
も
ら
え
ま
せ
ん

か
?
」

　

海
野
氏
が
О
氏
に
再
び
訊
い
た
。

　
「
わ
か
り
ま
し
た
。
平
野
へ
の
初
球
7
球
目
は
、

ス
ト
レ
ー
ト
が
高
め
に
浮
い
て
ボ
ー
ル
だ
っ
た
が
、

こ
れ
は
江
夏
が
ス
ク
イ
ズ
を
警
戒
し
て
敢
え
て
高

め
に
外
し
た
ん
だ
。
そ
し
て
次
の
8
球
目
で
は

膝
元
へ
落
ち
る
カ
ー
ブ
を
投
げ
、
外
れ
て
ボ
ー
ル

に
な
っ
た
が
、
平
野
が
ハ
ー
フ
ス
イ
ン
グ
を
取
ら

れ
て
ス
ト
ラ
イ
ク
に
な
っ
た
。
こ
の
判
定
に
平
野

は
不
満
を
露
わ
に
し
た
。
一
方
江
夏
は
、
『
こ
の

ボ
ー
ル
（
カ
ー
ブ
）
は
い
け
る
』
と
思
っ
た
と
い

う
。
こ
の
カ
ー
ブ
は
フ
ォ
ー
ク
と
呼
ば
れ
て
い
た

よ
う
だ
が
、
江
夏
は
プ
ロ
野
球
投
手
と
し
て
は
指

が
短
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
フ
ォ
ー
ク
は
投
げ
ら

れ
な
い
と
い
う
の
が
真
相
ら
し
い
。
一
方
の
平
野

は
こ
の
7
球
目
、
8
球
目
を
見
て
江
夏
が
動
揺
し
、

制
球
が
乱
れ
て
い
る
と
考
え
た
。
江
夏
は
確
か
に

動
揺
し
て
い
た
が
そ
れ
は
自
軍
の
ベ
ン
チ
に
対
す

る
も
の
で
、
平
野
や
走
者
に
対
す
る
動
揺
で
は
無

か
っ
た
ん
だ
。
次
の
9
球
目
に
吹
石
が
西
本
監
督

の
『
盗
塁
は
す
る
な
』
の
指
示
に
反
し
て
ス
タ
ー

ト
す
る
。
投
球
は
高
め
に
外
れ
ボ
ー
ル
。
こ
の
時
、

藤
瀬
の
本
塁
突
入
を
警
戒
し
て
水
沼
は
二
塁
へ
は

送
球
せ
ず
、
吹
石
は
盗
塁
に
成
功
。
吹
石
の
盗
塁

は
西
本
の
思
惑
と
は
全
く
異
な
る
驚
き
の
プ
レ
ー

だ
っ
た
ん
だ
。
こ
れ
で
無
死
二
・
三
塁
、
一
打
逆

転
サ
ヨ
ナ
ラ
の
場
面
と
な
っ
た
。
吹
石
の
盗
塁
を

受
け
て
、
広
島
の
田
中
尊
（
た
か
し
）
コ
ー
チ
が

来
て
『
平
野
を
敬
遠
し
て
満
塁
策
を
取
る
か
』
ど

う
か
尋
ね
ら
れ
た
江
夏
は
。
『
満
塁
に
し
た
ら
投

手
が
ど
れ
だ
け
苦
し
い
か
分
か
っ
て
い
る
の
か

?
』
と
内
心
は
思
っ
た
が
、
野
手
に
合
わ
せ
る
こ

と
も
必
要
と
思
っ
て
満
塁
策
を
選
ん
だ
と
語
っ
て

い
る
。
ち
な
み
に
平
野
は
高
校
時
代
の
江
夏
と
対

戦
し
て
お
り
、
江
夏
は
大
阪
学
院
大
学
高
等
学
校
、

平
野
は
明
星
高
等
学
校
で
、
江
夏
が
高
校
時
代
に

ラ
ン
ニ
ン
グ
本
塁
打
を
打
た
れ
た
唯
一
の
打
者
だ

っ
た
そ
う
だ
。
こ
こ
で
水
沼
は
立
ち
上
が
っ
て
満

塁
策
を
と
っ
た
。
広
島
は
前
進
守
備
を
敷
い
て
い

た
た
め
、
吹
石
の
盗
塁
は
、
『
想
定
内
』
の
覚
悟

だ
っ
た
ん
だ
」

　

こ
こ
で
一
旦
Ｏ
氏
は
グ
ラ
ス
を
口
に
運
ん
で

喉
を
潤
し
て
か
ら
、

　
「
11
球
目
に
敬
遠
と
な
っ
て
無
死
満
塁
と
な
っ

た
時
、
江
夏
は
失
点
と
敗
戦
を
覚
悟
し
た
と
い
う
。

近
鉄
は
次
打
者
の
9
番
に
投
手
山
口
哲
治
が
入
っ

て
い
た
が
、
西
本
は
前
年
首
位
打
者
で
、
こ
の
年

も
打
率
0
・
3
2
0
を
記
録
し
て
い
た『
左
殺
し
』

の
異
名
を
も
つ
右
の
切
り
札
・
佐
々
木
恭
介
を

代
打
に
送
っ
て
き
た
。
そ
こ
で
江
夏
は
開
き
直
り
、

代
打
の
佐
々
木
恭
介
に
対
し
て
は
押
し
出
し
や
犠

牲
フ
ラ
イ
な
ど
の
よ
う
な
中
途
半
端
な
結
果
に
な

る
こ
と
を
嫌
い
、
『
打
て
る
も
の
な
ら
打
っ
て
み

ろ
』
と
い
う
強
気
の
投
球
を
展
開
し
た
。
こ
れ
が

江
夏
を
始
め
広
島
側
に
と
っ
て
完
璧
な
組
み
立
て

と
な
り
、
一
方
の
西
本
監
督
は
無
死
満
塁
と
い
う

絶
好
の
機
会
に
勝
ち
を
確
信
し
て
し
ま
い
、
逆
に

落
ち
着
き
を
失
っ
て
い
た
よ
う
だ
。
佐
々
木
へ
の

初
球
（
12
球
目
）
は
内
角
へ
大
き
く
外
れ
る
カ
ー

ブ
で
ボ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
佐
々
木
は
バ
ッ
ト
を
出

し
か
け
た
が
止
め
た
の
を
見
て
、
江
夏
は
打
ち
に

来
て
い
る
、
つ
ま
り
ス
ク
イ
ズ
は
無
い
こ
と
が
わ

か
っ
た
。
さ
ら
に
江
夏
は
、
佐
々
木
が
狙
い
球
を

カ
ー
ブ
に
変
え
た
こ
と
を
読
み
、
13
球
目
に
外
角

へ
直
球
を
投
げ
た
。
こ
れ
を
佐
々
木
は
見
逃
し
て

ス
ト
ラ
イ
ク
と
な
っ
た
。
14
球
目
に
佐
々
木
が
三

塁
線
へ
際
ど
い
フ
ァ
ウ
ル
を
打
っ
た
。
見
る
角
度

に
よ
っ
て
は
ヒ
ッ
ト
に
見
え
た
た
め
、
近
鉄
は
勝

利
と
思
い
一
塁
ベ
ン
チ
に
紙
吹
雪
が
舞
っ
た
。
し

か
し
江
夏
は
、
『
あ
の
コ
ー
ス
（
内
角
ベ
ル
ト
付

近
）
を
引
っ
張
っ
て
も
絶
対
ヒ
ッ
ト
に
な
ら
な

い
。
フ
ァ
ウ
ル
か
内
野
ゴ
ロ
か
』
と
確
信
し
て
お

り
、
全
く
慌
て
な
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
試
合
を

観
戦
し
て
い
た
野
村
元
監
督
も
『
カ
ウ
ン
ト
稼
ぎ

に
振
ら
さ
れ
た
』
と
分
析
し
、
全
く
驚
か
な
か
っ

た
と
い
う
。
こ
の
直
後
、
一
塁
・
衣
笠
祥
雄
が
江

夏
の
元
へ
向
か
い
、
『
オ
レ
も
お
前
も
同
じ
気
持

ち
だ
。
ベ
ン
チ
や
ブ
ル
ペ
ン
の
こ
と
な
ん
て
気
に

す
る
な
』
と
声
を
掛
け
た
と
い
う
。
江
夏
は
こ
れ

に
つ
い
て
、
自
分
が
打
た
れ
て
衣
笠
が
辞
め
る
の

は
『
考
え
て
み
れ
ば
バ
カ
バ
カ
し
い
』
と
し
つ
つ

も
、
自
分
と
同
じ
考
え
を
持
つ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
が

い
た
こ
と
に
『
嬉
し
か
っ
た
』
『
心
強
か
っ
た
』

と
し
、
平
静
さ
と
集
中
力
を
取
り
戻
す
こ
と
が
出

来
た
と
い
う
。
そ
の
直
後
、
佐
々
木
へ
の
勝
負
球

と
し
て
平
野
に
投
じ
た
8
球
目
（
ハ
ー
フ
ス
イ
ン

グ
を
取
ら
れ
た
膝
元
へ
落
ち
る
カ
ー
ブ
）
を
思
い

出
し
、
実
際
に
17
球
目
に
投
じ
て
佐
々
木
を
三
振

に
打
ち
取
っ
て
い
る
。
野
村
元
監
督
に
よ
れ
ば
、

15
球
目
と
16
球
目
は
ウ
ィ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ッ
ト
と
な

っ
た
17
球
目
の
た
め
の
布
石
で
あ
る
と
い
う
。
15

球
目
を
胸
元
に
『
捨
て
球
』
と
し
て
投
じ
、
16
球

目
は
同
じ
く
『
捨
て
球
』
と
し
て
内
角
低
め
の
直

球
、
17
球
目
に
16
球
目
と
同
じ
軌
道
打
者
近
く
で

ス
ッ
と
落
ち
る
カ
ー
ブ
を
投
じ
た
こ
と
で
、
佐
々

木
の
『
目
の
錯
覚
』
を
利
用
し
て
空
振
り
を
奪
っ

た
も
の
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
…
」

　

こ
こ
で
再
び
O
氏
は
グ
ラ
ス
を
手
に
取
っ
て

口
に
運
ん
だ
。

　
「
さ
て
い
よ
い
よ
こ
こ
か
ら
が
、
劇
的
な
ラ
ス

ト
シ
ー
ン
に
入
る
わ
け
だ
。
ワ
ン
ア
ウ
ト
は
取
っ

た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
満
塁
だ
。
一
打
同
点
か

逆
転
は
必
至
だ
。
次
の
バ
ッ
タ
ー
は
1
番
の
石

渡
茂
で
あ
る
。
18
球
目
、
石
渡
茂
は
外
角
か
ら
の

カ
ー
ブ
に
全
く
反
応
し
な
か
っ
た
た
め
、
江
夏
は

ス
ク
イ
ズ
が
来
る
こ
と
を
確
信
し
た
。
第
7
戦
に

入
っ
て
近
鉄
側
の
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ン
は
ほ
ぼ
解
読

で
き
て
い
た
が
、
こ
の
場
面
で
は
ス
ク
イ
ズ
の
サ

イ
ン
が
出
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。

三
走
の
藤
瀬
に
よ
れ
ば
、
ス
ク
イ
ズ
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
は
無
死
三
塁
の
時
点
で
言
わ
れ
て
お
り
、
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実
際
に
18
球
目
に
ス
ク
イ
ズ
の
サ
イ
ン
が
出
た
と

言
っ
て
い
る
。
こ
の
試
合
最
大
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
19
球
目
は
、
江
夏
・
石
渡
双
方

の
証
言
の
食
い
違
い
が
傑
作
で
あ
る
。
江
夏
は
カ

ー
ブ
の
握
り
の
ま
ま
投
球
し
て
ス
ク
イ
ズ
を
外
し

て
お
り
、
こ
れ
を
『
意
図
的
に
外
し
た
』
と
主
張

し
て
い
る
。
江
夏
の
投
球
フ
ォ
ー
ム
に
は
一
旦
、

一
塁
側
（
近
鉄
側
）
を
見
て
か
ら
投
げ
る
直
前
に

打
者
を
見
る
癖
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
阪
神
時
代
に

金
田
正
一
か
ら
教
わ
っ
た
も
の
で
、
こ
う
す
る
こ

と
で
打
者
の
呼
吸
を
読
み
、
そ
の
瞬
間
に
ボ
ー
ル

を
外
す
こ
と
が
出
来
る
と
い
う
技
術
で
あ
る
。
こ

の
19
球
目
が
ま
さ
に
真
骨
頂
で
、
ボ
ー
ル
が
手
を

離
れ
る
直
前
に
石
渡
が
バ
ン
ト
の
構
え
を
す
る
の

が
見
え
た
た
め
、
握
り
を
変
え
る
間
も
な
い
咄
嗟

の
判
断
で
カ
ー
ブ
の
握
り
の
ま
ま
外
し
た
と
い
う
。

こ
れ
は
、
石
渡
が
こ
の
打
席
で
い
つ
か
必
ず
ス
ク

イ
ズ
を
し
て
く
る
確
信
が
あ
っ
た
か
ら
分
か
っ
た

の
か
も
し
れ
な
い
と
し
て
い
る
ほ
か
、
捕
手
の
水

沼
が
三
走
・
藤
瀬
の
動
き
を
見
て
立
っ
た
の
が
見

え
た
と
い
う
（
江
夏
は
左
投
げ
の
た
め
、
三
走
は

投
球
時
に
死
角
と
な
る
）。
江
夏
の
カ
ー
ブ
は
2

種
類
あ
り
、
こ
の
時
に
投
げ
よ
う
と
し
た
の
は
真

上
か
ら
投
げ
下
ろ
す
タ
イ
プ
の
カ
ー
ブ
だ
っ
た
た

め
、
直
球
に
変
え
る
こ
と
の
出
来
な
い
握
り
だ
っ

た
。
一
方
の
石
渡
は
、
江
夏
の
投
球
が
『
偶
然
す

っ
ぽ
抜
け
た
』
と
考
え
て
お
り
、
こ
の
球
を
フ
ォ

ー
ク
ボ
ー
ル
と
認
識
し
て
い
る
。
石
渡
は
『
バ
ッ

ト
に
当
て
ら
れ
な
い
球
で
は
無
か
っ
た
』
と
し
な

が
ら
も
、
ス
ク
イ
ズ
は
速
球
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
合

わ
せ
て
や
る
も
の
で
、
本
当
に
意
図
し
て
外
し
た

の
な
ら
大
変
な
こ
と
だ
と
し
て
い
る
。
そ
の
石
渡

を
三
振
に
打
ち
取
っ
た
21
球
目
は
、
ウ
ィ
ニ
ン
グ

シ
ョ
ッ
ト
と
な
っ
た
17
球
目
と
同
じ
、
膝
元
へ
落

ち
る
カ
ー
ブ
だ
っ
た
。
と
い
う
の
が
事
の
顛
末
だ
。

と
こ
ろ
が
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
後
日
に
な
っ

て
登
場
人
物
が
別
の
媒
体
に
語
っ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド

が
あ
る
ん
だ
よ
」

　
「
気
に
な
り
ま
す
ね
。
ど
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

す
か
?
」

　

再
び
三
度
海
野
氏
が
訊
く
。

　
「
14
球
目
と
な
っ
た
佐
々
木
の
三
塁
線
へ
の
際

ど
い
打
球
に
つ
い
て
だ
。
江
夏
は
『
あ
の
コ
ー
ス

な
ら
打
っ
て
も
フ
ァ
ウ
ル
』
と
確
信
し
て
い
た
。

し
か
し
、
内
野
で
弾
ん
だ
打
球
の
判
定
は
打
球
の

着
地
点
で
は
な
く
、
ベ
ー
ス
上
の
空
間
を
通
過
し

て
い
た
か
否
か
で
の
判
定
で
、
実
際
は
か
な
り
際

ど
い
判
定
だ
っ
た
と
言
え
た
。
だ
が
、
近
鉄
の
三

塁
コ
ー
チ
だ
っ
た
仰
木
彬
は
判
定
に
異
議
を
唱
え

る
よ
う
な
行
動
を
示
さ
ず
、
西
本
も
一
度
は
抗
議

し
よ
う
と
し
た
が
、
信
頼
し
て
い
た
仰
木
の
行
動

を
見
て
止
め
た
と
い
う
。
一
方
、
当
の
仰
木
は
生

前
『
前
年
（
1
9
7
8
年
）
に
は
上
田
利
治
（
元

阪
急
監
督
）
さ
ん
の
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
ね
ぇ
』

と
話
し
て
い
る
が
、
仰
木
か
ら
直
接
こ
の
言
葉
を

聞
い
た
二
宮
清
純
氏 

（
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
）
は
『
抗
議
し
た
と
こ
ろ
で
（
判
定
は
）
覆
ら

な
い
。
こ
の
勢
い
を
止
め
た
く
な
い
。
一
気
に
行

こ
う
と
判
断
し
た
の
で
は
な
い
か
』
と
推
測
し
て

い
る
。ま
た
、二
宮
氏
は
こ
の
裏
付
け
と
し
て
佐
々

木
が
後
年
、
西
本
か
ら
『
あ
の
打
球
は
い
ま
で
も

（
フ
ェ
ア
）
と
信
じ
て
い
る
が
、
仰
木
は
あ
の
時

動
か
な
か
っ
た
。
だ
か
ら
オ
レ
も
ゲ
ー
ム
の
流
れ

を
止
め
た
く
な
か
っ
た
の
で
抗
議
し
な
か
っ
た
』

と
聞
か
さ
れ
た
と
紹
介
し
て
い
る
。
一
方
広
島
三

塁
手
の
三
村
は
ボ
ー
ル
に
グ
ラ
ブ
が
触
れ
た
。
つ

ま
り
フ
ェ
ア
だ
っ
た
と
近
鉄
選
手
に
告
白
し
て
い

る
。
後
年
、
三
村
は
こ
の
場
面
に
つ
い
て
佐
々
木

本
人
に
『
触
っ
た
。
グ
ラ
ブ
に
か
す
っ
て
い
た
』

と
話
し
た
と
い
う
が
、
三
塁
走
者
と
し
て
こ
の
打

球
を
見
て
い
た
藤
瀬
は
『
も
し
、
触
っ
て
い
た
ら
、

仰
木
さ
ん
か
僕
が
抗
議
し
ま
し
た
よ
。
絶
対
触
れ

て
い
ま
せ
ん
』
と
否
定
し
て
い
る
。
果
た
し
て
真

実
は
ど
こ
に
?　

話
は
尽
き
ま
せ
ん
」

こ
こ
で
Ｏ
氏
が
話
し
終
わ
る
と
、

　
「
Ｏ
君
長
々
と
ご
苦
労
さ
ん
。
さ
～
て
と
、
そ

ろ
そ
ろ
帰
る
と
す
る
か
」　

　

M
が
そ
う
言
っ
て
腰
を
上
げ
た
。

　
「
M
さ
ん
車
呼
び
ま
す
か
? 

大
泉
学
園
行
き

の
バ
ス
な
ら
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
が
」

　
「
バ
ス
が
あ
る
な
ら
、
バ
ス
で
帰
る
よ
。
マ
マ

さ
ん
、
そ
し
て
皆
さ
ん
、
と
て
も
楽
し
い
夜
を

あ
り
が
と
う
」

　
「
気
に
入
っ
て
貰
え
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
」

　

マ
マ
が
そ
う
言
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー
の
外
へ
出
て

き
た
の
を
見
て
、

　
「
マ
マ
、
M
さ
ん
を
送
っ
て
く
る
か
ら
…
」

　

そ
う
言
っ
て
か
ら
、
Ｏ
氏
は
M
氏
と
店
を
出

て
、
バ
ス
停
に
向
か
っ
て
歩
き
出
し
た
。

　
「
Ｏ
君
、
今
日
は
あ
り
が
と
う
。
熊
本
の
マ
マ

を
紹
介
し
て
も
ら
っ
て
楽
し
か
っ
た
よ
」

　
「
気
に
入
っ
て
も
ら
っ
て
よ
か
っ
た
。
ま
た
飲

み
ま
し
ょ
う
」

　

バ
ス
停
に
着
く
と
、
す
ぐ
に
バ
ス
が
や
っ
て
き

た
。
二
人
は
こ
こ
で
別
れ
た
。

　

自
宅
に
戻
り
、
リ
ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
ー
に
座
る

と
、
お
帰
り
な
さ
い
と
言
い
な
が
ら
恭
子
が
、

　
「
お
父
さ
ん
、
今
日
は
よ
か
っ
た
わ
ね
え
。
熊

本
の
マ
マ
さ
ん
は
い
か
が
で
し
た
」

　
「
何
だ
よ
、
藪
か
ら
棒
に
。
さ
て
は
Ｏ
君
か
ら

連
絡
が
あ
っ
た
な
」

　
「
大
当
た
り
。
よ
か
っ
た
わ
ね
」

　
「
Ｏ
君
が
何
と
言
っ
た
か
知
ら
な
い
が
、
別
に

マ
マ
さ
ん
と
は
…
な
ん
で
も
に
ゃ
ー
よ
」

　
「
分
か
っ
て
い
ま
す
よ
。
Ｏ
さ
ん
と
い
う
お
目

付
け
役
が
ご
一
緒
で
し
た
か
ら
ね
」

　
「
お
目
付
け
役
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
」

　
「
お
酒
が
入
る
と
あ
な
た
は
ウ
ワ
バ
ミ
。
あ
な

た
に
お
酒
が
入
る
と
心
配
だ
か
ら
、
下
戸
の
Ｏ
さ

ん
は
お
目
付
け
役
よ
」

　
「
Ｏ
君
が
下
戸
だ
と
‼　

冗
談
じ
ゃ
な
い
、
今

や
僕
よ
り
上
戸
だ
よ
」

　
「
え
え
っ
そ
う
な
の
、
い
つ
の
間
に
…
そ
れ
じ

ゃ
Ｏ
さ
ん
、
極
楽
上
戸
の
お
仲
間
入
ね
」

　
「
極
楽
上
戸
か
…
う
ん
、
な
る
ほ
ど
。
認
め
ざ

る
を
得
な
い
ね
。
い
ろ
い
ろ
と
迷
惑
か
け
た
か
ら

ね
」「

ち
ょ
っ
と
一
服
」
は
今
回
を
以
て
連

載
終
了
と
な
り
ま
す
。
長
ら
く
の
ご
愛

読
賜
り
ま
し
た
こ
と
、
厚
く
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。



282022.12  Network Tokyo 心も身体も作業でも　きついと感じたその時は　無理だと伝えて　HELP ME ！

　

長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
で
企
業
倒
産
が
広
が
っ
て
い
る
。
行

動
制
限
に
よ
り
飲
食
や
宿
泊
業
が
直
撃
を
受
け
た
。
業
務

を
転
換
す
る
べ
き
だ
っ
た
と
言
わ
れ
て
も
、
そ
れ
は
容
易

で
な
い
。

　

ビ
ル
メ
ン
業
も
経
営
が
悪
け
れ
ば
当
然
な
が
ら
倒
産
す

る
。
心
配
な
の
は
、
今
次
の
諸
物
価
の
値
上
が
り
で
、
利

益
率
の
高
い
業
種
は
強
い
影
響
を
受
け
な
い
が
、
利
益
率

の
低
い
業
種
は
厳
し
い
点
だ
。
一
時
的
な
資
金
の
停
滞
で

倒
れ
る
心
配
は
、
銀
行
と
の
関
係
が
良
好
で
な
け
れ
ば
、

さ
ら
に
大
き
い
。

　

ま
た
、
過
当
競
争
な
ど
が
原
因
で
も
、
安
売
り
し
続
け

て
い
る
か
ぎ
り
ビ
ル
メ
ン
に
明
る
い
未
来
は
な
い
、
と
筆

者
は
考
え
て
い
る
。こ
れ
ら
の
点
を
詳
し
く
み
て
い
こ
う
。

経
済
的
理
由
に
よ
る
倒
産
の
分
類

　

な
ぜ
倒
産
に
至
っ
た
の
か
、
誰
も
が
関
心
を
持
つ
こ
と

だ
ろ
う
。
結
局
、
売
上
不
振
と
費
用
高
騰
の
２
つ
に
大
別

さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
原
因
が
重
要
に
な
る
。

（
１
）
方
向
転
換
あ
る
い
は
多
角
化
に
失
敗
し
破
綻

　

新
規
に
立
ち
上
げ
た
事
業
で
は
、
往
々
に
し
て
、
売
上

が
上
が
ら
ず
、
コ
ス
ト
だ
け
が
か
か
り
続
け
る
。
そ
う
な

る
と
、
破
綻
の
前
段
階
と
な
る
。
個
々
の
会
社
の
経
営
情

報
が
公
表
さ
れ
な
い
限
り
、
ど
こ
で
破
綻
が
進
行
中
な
の

か
は
識
別
で
き
な
い
。
速
や
か
に
撤
退
す
る
判
断
が
で
き

る
か
も
、
経
営
者
に
と
っ
て
重
要
な
要
素
で
あ
る
。

（
２
）
急
激
な
拡
大
路
線
と
過
大
な
負
債

　

利
益
率
の
低
い
ビ
ル
メ
ン
業
は
、
過
度
に
借
入
金
に
依

存
し
た
り
、
急
激
な
拡
大
路
線
に
走
る
と
、
破
綻
の
リ
ス

ク
が
大
き
く
な
る
。
借
入
金
の
返
済
と
過
大
な
投
資
に
資

金
が
眠
る
点
が
負
担
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
人
件
費

が
高
騰
す
る
時
期
に
は
費
用
が
高
騰
し
、
立
ち
行
か
な
く

な
っ
て
し
ま
う
。

　

倒
産
防
止
の
最
良
の
策
は
、
本
誌
２
０
２
１
年
７
月
号

で
展
開
し
た
、
ま
さ
か
に
備
え
て
利
益
剰
余
金
を
十
分
に

持
つ
こ
と
だ
。
降
っ
て
わ
い
た
災
難
に
も
対
応
で
き
る
。

（
3
）
安
値
受
注

　

デ
フ
レ
の
た
め
最
低
賃
金
で
幾
ら
で
も
人
を
集
め
ら
れ

た
時
期
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
通
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ

ル
は
、
競
争
相
手
を
蹴
散
ら
す
、
安
値
で
受
注
し
、
低
賃

金
の
雇
用
で
か
ろ
う
じ
て
利
益
を
出
す
も
の
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
時
代
が
変
わ
れ
ば
安
値
受
注
に
は
厳
し
い
結

末
が
待
っ
て
い
る
。

　

安
値
受
注
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
受
注
と
呼
ば
れ
る
。
時
代
の

変
化
を
予
兆
さ
せ
た
の
は
、
南
部
興
業
と
い
う
名
の
全
国

展
開
し
て
い
た
中
堅
ビ
ル
メ
ン
が
２
０
０
３
年
８
月
に
倒

産
し
た
事
例
で
あ
ろ
う
。
都
庁
の
清
掃
や
国
の
施
設
の
管

理
な
ど
も
受
託
し
て
い
た
が
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
で
入
札
に
応

じ
続
け
倒
産
に
至
っ
た
、
と
い
う
の
が
専
門
家
の
推
測
で

あ
る
。

（
4
）
粉
飾
決
算
や
不
正
に
よ
っ
て
信
用
失
墜

　

ビ
ル
メ
ン
会
社
が
犯
し
た
金
融
犯
罪
の
事
例
は
幾
つ
か

あ
る
。
ひ
と
つ
挙
げ
れ
ば
、
２
０
１
０
年
９
月
、
民
事
再

生
中
の
不
動
産
管
理
会
社
丸
美
（
福
岡
市
）
が
架
空
の
関

連
会
社
名
義
の
社
債
を
発
行
し
20
億
円
以
上
を
集
め
た
事

件
で
、
捜
査
本
部
は
同
社
の
複
数
の
元
関
係
者
を
有
価
証

券
偽
造
・
同
行
使
の
疑
い
で
逮
捕
し
た
。

（
5
）
足
元
か
ら
予
想
外
の
出
来
事

　

着
服
と
い
う
事
例
が
あ
る
。２
０
１
０
年
代
に
、
と
あ

る
系
列
の
ビ
ル
メ
ン
会
社
で
は
、
元
社
員
が
10
億
円
以
上

を
着
服
し
、
Ｆ
Ｘ
投
資
に
つ
ぎ
込
ん
だ
。
系
列
ビ
ル
メ
ン

で
あ
っ
て
も
、
中
堅
規
模
の
た
め
少
数
の
人
員
で
回
さ
ざ

る
を
え
な
い
経
理
や
監
査
の
隙
を
突
か
れ
た
形
で
あ
る
。

状
況
に
よ
っ
て
は
着
服
で
会
社
倒
産
ま
で
進
む
場
合
も
あ

ろ
う
。

（
6
）
降
っ
て
わ
い
た
災
難
～
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産

　

２
０
２
０
年
に
発
生
し
た
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
大
学
は
オ

文
　
学
習
院
大
学
名
誉
教
授
・

　
　
　
ビ
ル
メ
ン
会
社
元
監
査
役
　
辰
巳
憲
一

読
者
投
稿

ビ
ル
メ
ン
会
社
の

倒
産
に
つ
い
て
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ン
ラ
イ
ン
授
業
へ
切
り
替
え
た
。
そ
れ
に
よ
り
学
生
寮
管

理
に
異
変
が
起
こ
っ
た
。
リ
モ
ー
ト
授
業
が
広
が
り
、
退

寮
者
や
帰
省
す
る
学
生
が
続
出
し
、
地
方
の
学
生
が
地
元

に
と
ど
ま
る
な
ど
し
て
空
室
が
増
え
て
い
っ
た
。

　

２
０
２
２
年
1
月
に
破
産
手
続
き
開
始
決
定
し
た
橘

（
渋
谷
区
）
は
負
債
約
７
億
円
だ
っ
た
。
学
生
寮
で
初
の

新
型
コ
ロ
ナ
関
連
倒
産
と
な
っ
た
の
は
開
成
（
武
蔵
野

市
）
で
、
２
０
２
０
年
9
月
破
産
手
続
き
開
始
決
定
を
受

け
た
。

法
的
手
続
き
に
よ
る
倒
産
の
分
類
と
事
例

　

倒
産
と
は
、
民
事
再
生
法
申
請
、
会
社
更
生
法
申
請
、

破
産
手
続
、
会
社
法
に
お
け
る
特
別
清
算
な
ど
の
法
的
手

続
き
を
総
称
し
て
使
わ
れ
る
。
破
綻
や
経
営
破
綻
と
い
う

用
語
も
倒
産
と
ほ
ぼ
同
義
で
あ
る
。
ま
た
、
２
回
目
の
不

渡
り
手
形
を
出
し
、
銀
行
取
引
停
止
処
分
な
り
、
任
意
整

理
で
自
ら
債
権
者
と
債
務
整
理
を
始
め
る
場
合
も
含
ん

で
、
倒
産
と
呼
ば
れ
る
。

ど
、
様
々
な
業
務
を
行
い
、
全
国
に
多
数
の
支
店
・
営
業

所
を
構
え
、
事
業
を
拡
大
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
急
激
な
業
容
拡
大
に
伴
う
借
入
金
負
担
な
ど

か
ら
資
金
繰
り
逼
迫
が
続
き
、
取
引
先
に
対
し
て
支
払
条

件
の
変
更
要
請
を
度
々
行
う
な
ど
、
信
用
は
低
下
し
て
い

た
。

　

金
融
機
関
に
も
借
入
金
返
済
の
リ
ス
ケ
を
要
請
し
て
い

た
が
、
そ
の
な
か
で
売
上
架
空
計
上
な
ど
の
粉
飾
決
算
に

よ
り
、
多
額
の
債
務
超
過
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
が
発
覚
し

た
。
支
援
機
関
の
も
と
再
建
を
図
っ
て
き
た
が
、
先
行
き

の
見
通
し
が
立
た
な
く
な
り
、
負
債
約
35
億
５
０
０
０
万

円
で
倒
れ
た
。

　

概
ね
こ
の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
が
、
業
界
は
急
拡

大
の
全
国
展
開
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
入
札
の
や
り
過
ぎ
を
理
由

に
挙
げ
る
。
デ
フ
レ
の
た
め
最
低
賃
金
で
幾
ら
で
も
人
が

集
め
ら
れ
た
時
期
に
通
用
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
・
モ
デ
ル
は
、

も
は
や
通
用
し
な
く
な
っ
て
い
る
。

事
例
２

債
権
者
か
ら
の
破
産
手
続
き
申
し
立
て

　

不
動
産
賃
貸
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
も
手
が
け
て
い
た

三
興
（
大
阪
府
、
１
９
７
５
年
設
立
）
の
負
債
は
約

14
億
５
７
０
０
万
円
。
土
地
使
用
料
を
長
く
滞
納
し
、

２
０
１
８
年
12
月
に
債
権
者
の
奈
良
市
か
ら
事
業
契
約
を

解
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、
破
産
を
申
し
立
て
ら
れ
る
珍
し

い
事
態
と
な
っ
た
。

　

関
係
者
に
よ
る
と
、
収
益
は
低
調
で
経
営
は
行
き
詰

ま
っ
て
い
た
が
、
（
真
偽
は
不
明
だ
が
）
納
税
目
的
の
資

金
調
達
を
発
端
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
た
と
い

う
。

事
例
１

サ
ン
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
民
事
再
生
法
適
用

を
申
請

　

国
会
議
事
堂
や
自
衛
隊

施
設
が
顧
客
で
あ
り
、
業

界
を
震
撼
さ
せ
た
の
が
、

２
０
１
８
年
６
月
サ
ン
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
（
大
阪
市
、

１
９
７
５
年
創
業
）
の
民
事

再
生
法
申
請
だ
。
非
正
規
を

含
む
従
業
員
数
は
２
６
０
０

名
の
準
大
手
で
、
右
肩
上
が

り
の
業
績
を
続
け
て
い
た
。

　

同
社
は
、
病
院
・
介
護
施

設
、
宿
泊
施
設
に
お
け
る
消

毒
・
減
菌
・
清
掃
な
ど
の
衛

生
管
理
業
務
や
、
プ
ー
ル
な

ど
各
種
施
設
の
管
理
業
務
な

読 者 投 稿

注）他に、過大な債務を負った事業者が法的整理手続によらずに、公正・中立な第三者の
関与によって、債権者の協力を得ながら事業再生を図れる事業再生 ADR がある。幾つか
の資料から筆者作成。さらに正確さを求める場合は弁護士に相談下さい。

図表　倒産手続きに係る法制の早わかり

名　称 概　略

再建型

（会社存続
を前提に再
生させる）

民事再生法

債務者が自ら再建計画を考え、それに沿って再建
を目指すための法律であり、会社のみならず個人
にも適用される。中小企業の再生を念頭において
いる

会社更生法
裁判所が選任する更生管財人の下で更生を目指
す。大企業の再生を念頭においている

清算型
破産法

裁判所が選任した破産管財人が破産者の財産を換
価し、それを原資として債権者に配当をする手続
き

会社法におけ
る特別清算

株式会社の清算手続の方法で、一般にあまり使わ
れることはないが、不動産系では幾つかある

私的整理

金融機関などが債権放棄などを話し合うしくみ
で、裁判所が係わらず、当該企業が再生を試みて
いるという情報は第三者に公開されることは普通
ない。話し合いが不調に終われば民事再生、会社
更生など裁判所を介した法的な手続きに移る
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●石井 泰幸 氏
　税理士

●江村 利明 氏
　弁護士

●金丸 大二 氏
　特定社会保険労務士
　就業規則、給与計算等

●北山 克己 氏
　建築物環境衛生管理技術者
　ビルクリーニング技能士
　ビル清掃、病院清掃など清掃全般

●坂 康夫 氏
　技術士
　経営工学・品質管理

●中辻 一裕 氏
　中小企業診断士
　POP広告、経営、
　マーケティング・コンサルティング

経営等に関するさまざまな相談を受け付けております。　TEL. 03（3805)7555 まで

■相談員のご紹介（五十音順）

文：相談員　特定社会保険労務士　金丸　大二

な ん で も  相 談 コ ー ナ ー

　10月に新しい最低賃金が改正され引き上げられました。
　最低賃金とは、最低賃金法という法律に基づき、
国が賃金の最低限を定め、使用者は、その最低賃
金以上の賃金を労働者に支払わなければならない
とする制度です。
　常用、臨時、パート、アルバイト、嘱託などの
雇用形態や呼称にかかわらず、原則としてすべて
の労働者とその使用者に適用されます。
　時給が決められているパートタイマー（短時間
労働者）は、すぐに最低賃金と比較できますので、
最低賃金をクリアしているか、明確に分かります。
　最低賃金は、「地域別最低賃金」と「特定（産
業別）最低賃金」があります。
　地域別は、各都道府県別に時間当たりの最低賃
金を定めています。
　特定（産業別）最低賃金は、主に都道府県別に
特定の産業について、関係労使が基幹的労働者を
対象として、地域別最低賃金より金額水準の高い
最低賃金を定めることが必要と認めるものについ
て設定されています。
　派遣労働者は、派遣先の最低賃金が適用されます。
　最低賃金の対象となる賃金は、毎月支払われる
基本的な賃金で、一部の賃金（割増賃金、精皆勤
手当、通勤手当、家族手当など）を除いたものです。
　以下、賃金の種類別に最低賃金以上かどうか確
認する方法をまとめてみました。

　最低賃金額以上かどうかを確認する方法
●時間給制の場合　時間給≧最低賃金額 ( 時間額 )
●日給制の場合　
　日給÷1日の所定労働時間≧最低賃金額 ( 時間額 )
●月給制の場合　
　月給÷１か月平均所定労働時間≧最低賃金額 (時間額 )
●出来高払い制その他の請負制によって定められた賃
金の場合

　出来高払い制その他の請負制によって計算された賃金
の総額を、当該賃金計算期間に出来高払い制その他の
請負制によって労働した総労働時間数で除して時間当
たりの金額に換算し、最低賃金額 ( 時間額 ) と比較
●上記の組み合わせの場合
　基本給が日給制で、各手当 ( 職務手当 ) などが月給制
などの場合は、それぞれの時間給を上記の方法で換
算し、合計したものと最低賃金額 ( 時間額 ) と比較

　月給者の場合の比較については、上記のように、換算
しなければなりません。
　月給者の場合、試用期間中の新入社員等といった人
以外は、大体、最低賃金を大きく上回っている人が多い
ようです。
　それだけ正規従業員の人は、賃金面から見れば、パー
トタイマーの人よりも恵まれているということも言えます。
　余談かもしれませんが、「給料分だけ働いているの
か」なんて、よく仲間内での話で出てきますね。
　最低賃金は多くの場合、毎年改定され、 10月を中心
に、早い県は９月末から、遅くても11月から適用されます。

最低賃金の再チェック
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詳細は当協会事務局　pr@tokyo-bm.or.jp　までご連絡ください

賛助会員の皆様からおすすめ製品の情報を募集いたします。
奮ってご応募ください。

▲

製品情報募集（掲載料無料）

URLアップライト式バキュームクリーナー

ecommended roducts
おすすめ
製      品
コーナー

※掲載製品の性能等についての説明内容は、当該賛助会員からの情報です。

　ビルクリーニング技能検定の機材として認定され、長年ご愛顧いただ
いているケルヒャーのアップライト式バキュームクリーナー「CV 30/1」
のリニューアルモデル。
　お客様の声を反映し、使い心地、
お手入れ方法、メンテナンス性が
改善されました。また電源コード
が脱着式となり、万が一の破損時
でも素早く交換でき、メンテナン
ス時間やダウンタイム軽減に寄与
します。

回転するブラシが
繊維奥からゴミをかき出し吸引
掃除機よりも高い回収力

2022年12月15日(木) 発売開始！

製品詳細は、QR コードより
ご確認ください。

CV 30/1 Plus
ケルヒャー ジャパン株式会社　TEL：045-777-7410　HP：https://www.kaercher.com/jp/
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12
2022

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
27 28 29 30 1 2 3

4 5 6 7 8 9 10

11 12 13 14 15 16 17

18 19 20 21 22 23 24

25 26 27 28 29 30 31

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

講
習
会
受
講
に
関
す
る

注
意
事
項
に
つ
い
て

◉現任警備員
業務別教育
(1号)講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (1号)講習

◉設備管理
	 責任者講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (1 号 ) 講習

◉現任警備員
	 業務別教育
	 (2 号 ) 講習

◉再発防止
	 コース

◉現任警備員業
	 務別教育
	 (1号 )講習

◉新任警備員教育

※11月15日現在で開
催する予定の講習
会のみ掲載してお
ります。

2月分講習会
販売開始(HP)
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1
2023

月 講習会カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31 1 2 3 4

問い合わせ先：協会事務局　03（3805）7555
※講習会情報の公開（HP）は、原則2か月前の15日（休日の場合翌営業日）13時

１
．
講
習
会
の
開
催
中
止
、
延
期

に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

に
伴
い
、
今
後
の
講
習
会
に
つ
い
て
急

遽
中
止
・
延
期
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場

合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

　

そ
の
際
に
は
速
や
か
に
皆
様
に
ご
連

絡
致
し
ま
す
。
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

２
．
講
習
会
申
込
方
法
に
つ
い
て

　

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
「
東
京
マ

ナ
ビ
ル
」
に
ア
ク
セ
ス
い
た
だ
き
、
各

講
習
会
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
「
東
京
マ
ナ
ビ
ル
」
の
ご
利
用
に
は

ア
カ
ウ
ン
ト
登
録
が
必
要
で
す
。

３
．
受
講
さ
れ
る
皆
様
へ
の
お
願

い 

●�

咳
や
発
熱
な
ど
の
症
状
が
あ
る
方

は
、
参
加
を
お
控
え
く
だ
さ
い
。

●��

感
染
症
予
防
や
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
の

た
め
、会
場
に
マ
ス
ク
を
ご
持
参
、

ご
着
用
く
だ
さ
い
。

●��

会
場
で
は
、
手
洗
い
や
消
毒
液
を

使
用
す
る
な
ど
一
般
的
な
感
染
症

対
策
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

　　

な
お
、
体
調
不
良
、
発
熱
な
ど
の
症

状
が
あ
る
方
は
、
事
前
に
ご
連
絡
を
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

※
２
０
2
３
年
1
月
の
講
習
会
販
売
開

始
は
１
月
17
日
に
変
更
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

◉現任警備員
　基本教育講習

◉保護継電器と
保護協調

◉再発防止
　コース

◉現任警備員
　基本教育講習

◉現任警備員
　基本教育講習

◉設備と図面の
基礎

◉リスク
　アセスメント

講習

◉新任警備員教育 ◉低圧電気取扱者安全衛生特別教育

3月分講習会
販売開始(HP)
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協
会
か
ら
の

ご
案
内
済
み
一
覧

MAIL
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ＦＡＸ　03-3805-7550
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公益社団法人
東京ビルメンテナンス協会
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編
集
後
記

　

今
年
９
月
に
友
人
た
ち
と
の
旅
行
で
佐
渡
島
に
行
っ

て
き
た
。
私
含
め
て
全
員
行
く
の
は
初
め
て
で
、
目
的

は
そ
れ
ぞ
れ
だ
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
は
急
が
な
い
気
ま
ま

な
お
と
な
旅
。
佐
渡
金
山
が
世
界
遺
産
登
録
さ
れ
て
観

光
客
が
増
え
る
前
に
行
こ
う
と
１
年
越
し
の
計
画
だ
。

　

計
画
と
い
っ
て
も
往
復
の
移
動
と
旅
館
だ
け
決
め
て
、

他
は
行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の
ぶ
ら
り
旅
。
上
野
駅
に

早
朝
集
合
し
て
、
余
裕
を
も
っ
て
新
幹
線
、
バ
ス
、
フ

ェ
リ
ー
と
乗
り
継
い
で
、
お
昼
前
に
は
佐
渡
島
に
到
着
。

ま
ず
は
腹
ご
し
ら
え
と
港
近
く
の
寿
司
屋
で
一
杯
や
り

な
が
ら
海
鮮
三
昧
、
特
に
イ
カ
が
う
ま
い
‼
！
み
ん
な

酔
っ
払
い
な
の
で
、
島
内
の
移
動
は
路
線
バ
ス
と
歩
き
、

観
光
案
内
所
で
バ
ス
路
線
図
と
時
刻
表
を
も
ら
い
、
１

日
目
は
早
速
佐
渡
金
山
を
巡
っ
て
温
泉
宿
へ
、
お
い
し

い
料
理
と
絶
景
温
泉
堪
能
し
て
１
日
目
終
了
。

　

２
日
目
は
朝
か
ら
バ
ス
を
乗
り
継
ぐ
路
線
バ
ス
の
旅
、

某
番
組
さ
な
が
ら
路
線
図
と
時
刻
表
と
に
ら
め
っ
こ
。

た
ら
い
舟
と
遊
覧
船
を
堪
能
し
て
か
ら
、
ま
た
寿
司
屋

で
一
杯
や
り
な
が
ら
海
鮮
三
昧
、
や
っ
ぱ
り
特
に
イ
カ

が
う
ま
い
‼

　

そ
こ
か
ら
ま
た
バ
ス
で
移
動
し
た
佐
渡
西
三
川
ゴ
ー

ル
ド
パ
ー
ク
（
砂
金
採
り
体
験
）
で
事
件
発
生
。
た
く

さ
ん
砂
金
と
っ
て
や
ろ
う
と
一
生
懸
命
ザ
ル
を
振
っ
て

い
た
ら
、「
ぐ
ぎ
っ
」
と
私
の
腰
。
ど
う
や
ら
中
腰
作

業
が
悪
か
っ
た
よ
う
で
ギ
ッ
ク
リ
腰
に
…
。

　

台
風
せ
ま
る
佐
渡
島
、
な
ん
と
し
て
も
本
土
へ
帰
ら

な
い
と
色
々
大
変
な
こ
と
に
な
る
と
、
そ
れ
か
ら
翌
日

帰
路
に
つ
く
ま
で
意
識
が
遠
の
く
よ
う
な
激
痛
に
耐
え

る
羽
目
に
。
寝
て
い
る
状
態
は
多
少
痛
み
が
和
ら
ぐ
の

で
フ
ェ
リ
ー
は
寝
ら
れ
る
船
室
に
変
更
し
て
も
ら
っ
た

り
車
椅
子
で
運
ん
で
も
ら
っ
た
り
と
、
後
半
は
観
光
ど

こ
ろ
で
は
無
く
な
っ
た
も
の
の
、
い
っ
し
ょ
に
行
っ
た

友
人
た
ち
や
フ
ェ
リ
ー
の
係
員
さ
ん
に
親
切
に
し
て
も

ら
い
、
人
の
温
か
さ
に

感
謝
す
る
旅
と
な
っ
た
。

　

10
月
か
ら
全
国
旅
行

支
援
も
始
ま
っ
て
い
る
、

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
し
つ

つ
次
は
ど
こ
へ
ぶ
ら
り

旅
と
い
こ
う
か
な
ぁ
。

　
　
　

株
式
会
社
サ
ン
ア
メ
ニ
テ
ィ　
　

鈴
木　

英
司

11
月
2
日

【 
協　

会 

】
 

・  
令
和
4
年
度
労
働
安
全
衛
生
大
会
ノ
ベ
ル
テ
ィ
グ
ッ
ズ

	
 

（
電
子
メ
モ
パ
ッ
ド
）

 

・
「
品
質
管
理
再
発
防
止
コ
ー
ス
」
の
ご
案
内

 

・
「
第
60
回
東
京
都
交
響
楽
団
演
奏
会
特
別
招
待
募
集
」

　
　

の
ご
案
内

 

・  

令
和
4
年
度
労
働
安
全
衛
生
標
語 

ポ
ス
タ
ー

【 

広
報
誌 

】

 

・
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
東
京
」
（
2
0
2
2
年
11
月
号
）
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社　　　名 協会登録代表者名 郵便番号 所　　　　　在　　　　　地 電話番号 FAX 番号

告　知　板 2022.12　Vol.598
（赤色の太字部分が変更になった箇所)（※11月7日までに協会へご連絡のあった変更情報になります。)

新年賀詞交歓会について
開催のお知らせ

　今回は新型コロナ感染防止対策として、着席式によりコース料理のご提供で
実施し、１社最大２名まで（定員 212 名）の参加とさせていただきます。

　定員超過の場合については以下の通り対応いたします。
　　① 定員までは、1 社 1 名参加を先着順で確約。
　　② 締切り後、余剰枠を 2 人目の参加希望者として、申込みされた会員の
　　 　先着順で割り当て。

日　時　  令和5年1月16日（月曜日）12時30分〜終了14時予定

会　場　  ハイアットリージェンシー東京
　　　  地下１階『センチュリールーム』
　　　　     新宿区西新宿２－７－２　電話 ０３－３３４８－１２３４

会　費　  １名 １0,000円（税込）　※当日会場にて申し受けます。

（社名・代表者名・電話変更)

株式会社ケイ・エス・コミュニティ
（旧　株式会社ケイ・エス・システム）

秋本　剛 113-0034 東京都文京区湯島2-29-4 古澤ビル3F 03-5800-6673 03-5800-6675

（代表者名変更）

株式会社サエラ 冨井　淳司 113-0034 東京都文京区湯島2-29-4 古澤ビル3F 03-5800-6673 03-5800-6675

（住所変更）

新東産業株式会社 小出　修一 150-0011 東京都渋谷区東1-26-20
東京建物東渋谷ビル12階

03-3400-4141 03-3400-9617
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